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ま全に関するごを意 


么 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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1 はじめに 


このガイドには、コネクタ類など、お使いのコンピューターの各部についての詳細が記載されていま 
す。また、マルチメディアやその他の機能についても説明されています。さらに、セキュリティに 
関する重要な情報や、バックアップおよび復元についての情報もこのガイドに記載されています。 


I ■券を 記： このガイドで説明されている一部の機能は、お使いのコンピューターでは使用できない場合 
があります。 


最初の重要な手順 

コンピューターをセットアップして登録した後に、な下の手順を実行することが重要です。 

1. 有線ネットワークまたは無線ネットワークをセットアップします。詳しくは、 18ぺージの 
r ネットワーク I を参照してください。 

2. ウィルス対策ソフトウェアを更新します。詳しくは、 77ぺージの「コンピューターのな請と 
情報 I をを照して〈ださい。 

3. リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブを作成します。手順については、 

85 ぺージの「バックアップおよび復元 I を参照してください。 

4. コンピューター本体を確認します。詳しくは、 4ぺージの「コンピューターの概要 I および' 

27 ぺージの「ポインティングデバイスおよびキーボード I をを照して〈ださい。 

5. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択して、コンピューターにすでにインストールされ 
ているソフトウエアを確認します。 


最初の重要な手順 












情報の確認 

コンピューターには、各種タスクの実行に役立つ複数のリソースが巧意されています。 


リソース 


内容 


セツトアップの手順のポスター 


♦ 


『ユーザーガイド J ] • 

このガイドを表示するには、レ U 下の操作を行います • 

[スタート]^[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ • 

ド]の順に選がします 


[ヘルプとサポート] • 

[ヘルプとサポート]にアクセスするには、[スタート]一 • 
[ヘルプとサポート]の順に選がします 

を記： お住まいの国または地域のサポート情報につ 
いては、 h け p :// www . hp . com / support / でお住まいの国ま • 
たは地域を選択して、画面の説明におって操作してく 
ださし、 


『規定、ま全、および環境に関するごを意 J • 

このガイドを表示するには、 lU 下の操作を行います • 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選がします 


コンピューターのセットアップちま 
コンピューターの各部の名称 
コンピューターの機能 
電源の管理機能 
お下の内容に対する各手順： 

。 無線ネットワークへの接続 

。 キーボードおよびポインティングデバイスの使用 
。 コンピューターのマルチメディア機能の使巧 

。 バッテリ寿命の最大化 

。 ハードドライブおよびメモリモジュールの交換または 
アップグ レー ド 

。 コンピューターの 保護 

。 バックアップおよび復元の実巧 

。 サポート窓口へのお問い合わせ 

。 コンピューターの 手入れ 

。 ソフトウェアの更新 

コンピューターの 仕様 

オペレーティングシステムの情報 

ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアップデート 
トラブル シュー テイング ツール 
サポート窓口へのお問い合わせ手順 


規定およびま全に関する情報 
バッテリの処分に関する情報 


『快適に使用していただくために]] • 

このガイドを表示するには、レ U 下の操作を行います • 

[スタート]—>[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選がします • 

または 

http :// www . hp . com / emo / から f 日本語1を選おします 


正しい作業環境の整え方 

快適でけがを防ぐための姿勢および作業上の習慣に関するガ 
イドライン 

電気的および物理的ま全を準に関する情報 
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リ ソース 内容 


『サービスおよびサポートを受けるには』（日本お外の HP のサポート窓口の電話番号 
国や地域の問い合わせ先については、製品に付属して 
いる冊モ 『Worldwide Telephone NumbersI (英語版） 

を参照してください） 

この冊子はお使いの コン ピューターに付属しています 


HP の Web サイト 

この Web サイトを表示するには、 http :// www . hp . com / 
suDDort / にアクセスします 


限定保証 t 


• サポート窓□の情報 

• 部品の購入に関する情報 

• ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアップデート 

• コンピューターのオプション製品に関する情報 
保証に関する情報 


オンラインの保証を表示するには、 la 下の操作を行い 
ます。 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選がします 

または 


http://www-hp-Com/qo/orderdocuments/ 力、ら[日本（日本 
語） ] を選択します 


* お使いの製品に適用される HP 限定保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収録されている電子マ 
ニュアルまたは製品に同袖されている CD や DVD に収録されているドキュメントに明示的に示されています。日本向けの 
日本語モデル製品には、保証内容を記載した小冊子、『サービスおよびサポートを受けるには J が同個されています。また、 
日本レ:>1かでも、 EP 刷物の HP 限定保証規定が製品に同個されている国や地域もあります。保証規定が印刷物として提供され 
ていない国または地域では、 EP 刷物のコピーを入手できます。 http://www. hp . com / qo / orderdocuments / でオンラインで申し込 
むか、または下記宛てに郵送でお申し込み〈ださい。 

化米： Hewlett - Packard , MS POD , 11311 Chinden Blvd , Boise , ID 83714, USA 

• ヨーロツパ、中東、アフリカ： Hewlett - Packard , POD , Via G . Di Vittorio , 9, 2006 3, Cernusco s/Naviglio ( Ml ), Italy 

• アジア太平洋： Hewlett - Packard , POD , P . O . Box 200 ， Alexandra Post Office , Singapore 911507 

郵送で請求する場合は、お使いの製品名および保証期間（シリアル番号ラベルに記載されています）、ならびにお客様のお名 
前およびご住所をお知らせください。 

重要： 上記の住所にお使いの HP 製品を返送しないでください。製品サポートについては、 http :// welcome . hp . com / 
country / jp / ja/contact us . html からお使いの製品のぺージを参照してください。 
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コン ピュー ターの 概要 


表面の各部 


タッチパッド 



名称 


説明 

(1) 

タッチパッドランプ 

• 点灯：タッチパッドがオフになっています 

• 消灯：タッチパッドがオンになっています 

(2) 

タッチパッドオン/オフボタン 

タッチパッドをオンまたはオフにします 

(3) 

タッチパッドゾーン 

ポインターを移動して、画面上の項目を選巧したり、アク 
ティブにしたりします 

(4) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

巧） 

ちのタッチパッドボタン 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 
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ランプ 



〇 な 0 


名称 



説明 


(1) 

の 

電源ランプ 

• 

白色に点灯：コンピューターの電源がオンになってい 
ます 




• 

白色で点滅：コンピューターがスリープ状態になって 
いまず 




• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、 
ハイバネーシヨン状態になっています 

(2) 

が 

ミュート（消■音）ランプ 

• 

オレンジ色：コンピューターのサウンドがオフになっ 
ています 




• 

消灯：コンピューターのサウンドがオンになっていま 
す 

(3) 

((1)) 

無線ランプ 

• 

白色：無線ローカルエリアネットワーク（無線 

LAN ) デバイスや Bluetooth ® デバイスなどの内蔵無線 
デバイスの電源がオンになっています 




• 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになってい 
ます 

(4) 


Caps Lock ランプ 

点な 

: Caps Lock がオンになっています 

(5) 


タッチパッドランプ 

• 

点灯：タッチパッドがオフになっています 




• 

消灯：タッチパッドがオンになっています 

(6) 


指紋認証システムランプ 

♦ 

白色：指紋が読み取られました 




• 

オレンジ色：指紋が読み取られませんでした 


表面の各部 5 
















ボタンおよび指紋認証システム 


◎獲) 



を 


名称 



説明 

(1) 

の 

電源ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにボタンを押 

すと、電源が入ります 


• コンピューターの電源が入っているときにボタンを短 
〈巧すと、スリープが開始されます 


• コン ピューターがスリープ状態のときにボタンを短く 
押すと、スリープが終了します 

• コンピューターがハイバ本ーション状態のときにボタ 
ンを短〈巧すと、ハイ/くネーションが終了します 

コンピューターが応答せず、 Windows ⑥のシャツトダウン手 
順を実行できないときは、電源ボタンを5秒程押したままに 
すると、コンピューターの電源が切れます 

電源設定について詳しくは、[スタート]^ [コント ロール パ 
ネル]^[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順 
に選択するか、または 43ページの「電源オプションの設 
定 I を参照してください 
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名称 


説明 

(2) § 

5 . QuickWeb ボタン 

[HP QuickWeb ] が起動します（一部のモデルのみ） 

巧 

ジ 

• コンピューターの電源が切れているときまたはハイ/く 

ネーシヨン状態のときにこのボタンを押すと 、 [HP 
QuickWeb ] が起動します 



• コンピューターが Microsoft ⑥ Windows を実行してい 

るときにこのボタンを押すと、初期設定の Web ブラウ 
ザーが起動します 



• コンピューターが [HP QuickWeb ] を実行しているとき 

にこのボタンを押すと、 Web ブラウザーが起動します 



[HP QuickWeb ] を使用すると、インターネットを参照した 
り、 [ Skype ] で連絡を取ったり 、 [HP QuickWeb ] のその他の 
プログラムを使用したりできます。コンピューターの電源 
が切れているとき、またはハイバネーシヨン状態のときに 
QuickWeb ボタンを押すと、オペレーティングシステムの 
起動を待たなくてもこれらの機能にすぐにアクセスできま 
す 



ホ記： 詳しくは、 16ページの 「HP QuickWeb I の l 頁目 
および [HP QuickWeb ] のヘルプを参照してください 。 [HP 
QuickWeb ] 力《インス I '•—ルされていないコンピューターで 
は、このボタンを巧すと Web ブラウザーが起動します 

(3) 

指被認証システム 

パスワードの代わりに指紋認証を使用して Windows にログ 
オンできます 
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キー 



名称 



説明 

(1) 


esc 牛一 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を 
表示します 

(2) 


fn キー 

b キーまたは esc キーと組み合わせて押すことによって、 
頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(3) 

發 

Windows ロゴ キー 

Windows の [ スタート ] メニューを表示します 

(4) 


け一 

fn キーと組み合わせて押すことによって、 [HP Beats 


Audio] の低音設定を有効または無効にします（一部のモデ 
ルのみ） 


[HP Beats Audio] とは、クリアなサウンドを錐持しながら 
制御された化音を提供する拡張オーディオプロファイル 
です。 [HP Beats Audio] は、初期設をで有効に設をされて 
います 

低音設定の表示と調整は Windows オペレーティングシス 
テムでも行うことができます。低音のプロパティを表示 
して調整するには、下の操作を巧います 


I ! スター ト] 一 [コントロ ール パネル] 一 [ハー ドウエアとサ 
ウンド ] 叫 ^ Beats Audio Control Panel] (HP Beats 
Audio コントロール パネル） の 順に選巧します 


(5) E 

^ Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のシヨートカットメニユーを表 
示します 

(6) 

操作キー 

頻繁に使用するシステムの磯能を実行します 
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前面の各部 



名称 


説明 


(1) 

メディアスロット 

じ L 下のフォーマットのメディアカードに対応しています 



• 

SD (Secure Digital ) メモリーカード 



• 

SDXC (Secure Digital Extended Capacity ) メモリーカー 
ド' 



• 

SDHC (Secure Digital High Capacity ) メモリーカード 



• 

UHS/MMC (Ultra High Speed マルチメディアカード） 

(2) 

スピーカー ( X 2) 

サウンドを出力します 
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右側面の各部 



◎貸⑥ 


名称 



説明 

(1) 


オプティカルドライブ 

オプティカルディスクの読み取りおよび書き込みを巧い 
ます（一部のモデルのみ） 

(2) 


オプティカルドライブイジェクトボタ 
ン 

オプティカルディスクをイジェクトします 

(3) 

0 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ/ 
オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売または市販の電源付きステレオスピーカー、ヘッド 
フォン、イヤフォン、へッドセット、テレビオーデイオな 
どを接続します。別売または市販のヘッドセットマイク 
もここに接続します 




香告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないよう 
に、音量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフォン、 
またはヘッドセットを使用してください。ま全に関する 
情報について詳しくは、『規定、ま全、および環境に関する 
ご注意』を参照してください 




を 記： コネクタにデバイスを接続すると、コンピューター 
本体のスピーカーは無効になります 




を記： マイク機能は、4なオーディオコネクタ付きの 
へッドフォン/マイクでのみ作動します 

(4) 

A 

USB 2.0 コネクタ 

別売の USB デバイスを接続します 

(5) 

与 

電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 

(6) 


バッテリランプ 

• 白色に点灯：コンピューターは外部電源に接続され、 

バッテリのを電は完了しています 




• オレンジ色：バッテリが巧電中です 




• 白色で点滅：バッテリお電レベルが12%お下です（で 

きる限りすぐに巧充電してください） 




• 消灯：コンピューターは外部電源に接続されていませ 

ん 
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左側面の各部 


@變 



名称 



説明 

(1) 

fi 

セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに 
接続します 




注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はあり 
ますが、コンピューターの盗難や誤った取り扱いを完全に 
防ぐものではありません 

(2) 


通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 




注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の 
操作を行っているときに内部ファンが回転したり停止した 
りしますが、これは正常な動作です 

(3) 

の 

電源ランプ 

• 白色に点灯：コンピューターの電源がオンになってい 

ます 




• 白色で点減：コンピューターがスリープが態になって 

います 




• 消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、 

ハイバネーシヨン状態になっています 

(4) 

8 

ハードドライブランプ 

• 白色で点減：ハードドライブにアクセスしています 




• オレンジ色 ： [HP 3 D DriveGuard ] によってハードド 
ライブが一時停止しています 




を記 ： [HP 3 D DriveGuard ] について詳しくは、 

61ぺージの 「[HP 3 D DriveGuardl の使用（一部のモ 

デルのみ） I を参照して〈ださい 

(5) 

Ol 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

(6) 


RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 
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名称 


説明 

の閥 

HDMI コネクタ 

HD 対応テレビなどの市販のビデオデバイスやオーディオ 
デバイス、または対応するデジタルコンポーネントやオー 
ディオデバイスを接続します 

(8) 

USB 3.0 コネクタ （ x 2) 

別売の USB 3.0 デバイスを按続し、施張された US 巳電源 
のパフオーマンスを提供します 



を記： また 、 USB 3.0 コネクタは USB 1.0 および 2.0 の 
デバイスにも対応しています 
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ディスプレイの各部 



名称 


説明 

(1) 

無線 LAN アンテナ ( X 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無 
線信号を送受信します 

(2) 

内蔵マイク （ X 2) 

サウンドを録音します 

(3) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

(4) 

Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 



Web カメラを使用するには、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム]一に ommunication and Chat ] (通信とチャット）一 
KyberLink YouCam ] の順に選択します 

* アンテナはコンピューターのか側からは見えません。転送が最適に巧われるようにするため、アンテナの周囲には障害物 
を置かないでください。おなまいの国または地域の無線に関するち見を情報については、『規を、を全、および環境に関する 
ごま意 J 1 を参照してください。これらの規を情報には、[ヘルプとサポート]からアクセスできます。 
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轰面の各部 





@ 獲 


名称 



説明 

(1) 


HP Triple Bass Reflex Subwoofer (HP 卜 
リプルバスリフレックスサブウー 
ファー） 

優れたほ音を再生します 

(2) 


バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

(3) 


通気孔い3) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 

注記： 内部コンポーネントを;令却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動しまず。通常の 
操作を行っているときに内部ファンが回転したり停止した 
りしますが、これは正常な動作です 

(4) 

1 

バッテリリリース ラッチ 

バッテリベイのバッテリの固定を解除したり、ハードドラ 
イブ/メモリモジュールコンパートメントのカバーの固定 
を解除したりします 

(5) 

い1)) 

メモリモジユールコンパートメント 

メモリモジュールスロット、無線 LAN ( WLAN ) モジュー 
ル、 および mSATA ドライブ（一部のモデルのみ）が装着 
されています 

(6) 

〇县 

ハードドライブベイ 

ハードドライブが装着されています 
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ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解決したり、コンピューターを日本 
国外で使巧したりするときに必要な情報が記載されています。 

• シリアル番号ラベル：1^>1下の情報を含む重要な情報が記載されてぃます。 



名称 

(1) 製品名 

(2) シリアル香号 

(3) 製品番号 

(4) 保;証期間 

巧） モデルの説明 


これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせになるときに必要です。シリアル番号ラベルは、 
バッテリベイ内に貼付されています。 

• Microsoft Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Key、Product ID) 
が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラ 
ブルシューティングのときに必要になる場合があります。 Microsoft Certificate of Authenticity 
はコンピューターの裏面にあります。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、バッテリ 
ベイ内に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、語を各 
国または各地域の一部の認をマークが記載されています。日本国外でモデムを使用するとき 
に、この情報が必要になる場合があります。無線デバイスを1つな上使用している機種には、 
認定ラベルが1つな上貼付されています。無線認を/認証ラベルは、コンピューターの裏面に貼 
付されています。 
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3 


HP QuickWeb 


お使いになる前に 

[HP QuickWeb] 環境では、たくさんのお気に入りの機能を楽しく利巧できます。 [HP QuickWeb] が 

起動してから数砂な内でコンピューターが使用可能な状態になるため、インターネット、ウィジェッ 

卜、およびコミュニケーシヨンプログラムにすぐにアクセスできます。 Q 山 ckWeb ボタンを押すと、 

Web にアクセスしたり、 [Skype] で他の人と連絡を取ったり、 [HP QuickWeb] のその化のプログラム 

を使用したりできます。 

[HP Q 山 CkWeb] のホーム画面にはな下の機能が表示されます。 

• Web ブラウザー:インターネットを検索および参照し、お気に入りの Web サイトへのリンクを 
作成します。 

• [Skype] (—部のモデルのみ）： VoIP (Voice over Internet Protocol) を利巧した [Skype] アプリ 
ケーシヨンを使用してコミュニケーシヨンを行います。 [Skype] では、一度に 1 人だけでなく複 
数の人と電話会議またはビデオチャットを開催できます。また、固定電話番号に長距離電話を 
かけることもできます。 

• ウィジェット：ニュース、天気、ソーシャルネットワーキング、株価、電卓、付窒などのウィ 
ジェットを使用します。[ウィジェットマネージャ ー] を使用して、 [HP Q 山 CkWeb] のホーム画 
面にウイジエツトを追加することもできます。 


箇^を 記； [HP Q 山 CkWeb] の使巧方まについて詳しくは、 [HP Q 山 ckWeb] ソフトウエアのヘルプを参照 
してください。 
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[HP Q 山 ckWeb ] の起動 

▲ [HP Q 山 CkWeb ] を起動するには、コンピューターがオフになっているときまたはハイ/け、ーシヨ 
ン状態になっているときに Q 山 CkWeb ボタンを押します。 

な下の表に、 Q 山 CkWeb ボタンを巧したときの動作を示します。 


ボタン ボタンの動作 


QuickWeb ボタン •コ ンピューターの電源が切れているときまたはハイバ 

ネーシヨン状態のときにこのボタンを押すと、 [HP 
QuickWeb] が起動します 

• コン ピューターが Microsoft Windows を実行している 

ときにこのボタンを押すと、初期設定の Web ブラウ 
ザーが起動します 


• コン ピューターが [HP QuickWeb] を実行しているとき 

にこのボタンを押すと、 Web ブラウザーが起動します 

ま記 ： [HP QuickWeb] がインストールされていないコン 
ピューターでは、このボタンを巧すと Web ブラウザーが起動 
します 


1^; ま記： 詳しくは 、 [HP Q 山 CkWeb ] ソフトウエアのヘルプを参照して〈ださし、。 
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4 ネツトワーク 


お使いのコンピューターは、な下の2種類のインターネットアクセスに対応しています。 

無線： 20 ページの「無線を続の作成 i を参照してください。 

• ち線： 26 ぺージの「を線ネットワークへの榜結 I を参照して〈ださい。 

lif を記 . ~ インターネットに接続する前に、インターネットサービスをセットアップする必要があり 

ます。 
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インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) の使用 

インターネットにち続する前に、旧 P のアカウントを設をする必要があります。インターネット 
サービスの申し込みおよびモデムの購入については、利巧するに P に問い合わせてください。ほと 
んどの旧 P 力 《 、モデムのセットアップ、無線コンピューターをモデムに接続するためのネットワーク 
ケーブルの取り付け、インターネットサービスのテストなどの作業へのサポートを提供しています。 


を記： インターネットにアクセスするためのユーザー ID およびパスワードは、利巧する旧ドから 
U 提供されます。この情報は、記録してま全な場所に保管しておいてください。 


レ: i 下の機能で、新しいインターネットのアカウントを作成したり、コンピューターで既存のアカウン 
卜を使用するよう設定したりできます。 

• Internet Services & Offers (—部の地域で利用可能）：このューティリティでは、新しいイン 
夕ーネットアカウントのサインアップを実行したり、既存のアカウントを使用できるようにコ 
ンピューターを設をしたりできます。このューティリティにアクセスするには、[スタート]一 
[すべてのプログラム]一[オンラインサービス]一に et Online] (インターネットに接続）の順 
に選択します。 

• 旧 P 提供のアイコン（一部の地域で利巧可能）：これらのアイコンは、 Windows デスクトップに 
個別に表示されているか、または「オンラインサービス」という名前のデスクトップ上のフォ 
ルダーに格納されています。新しいインターネットアカウントをセットアップしたりコン 

ピューターで既巧のアカウントを使用するよう設定したりするには、アイコンをダブルクリック 
して、画面の説明に沿って操作します。 

• Windows のインターネットへの接続ウィザード：このウィザードを使用すると、な下の場合に 
インターネットに接続できます。 

。 すでに旧 P のアカウントを持っている場合 

。 インターネットアカウントを持っていないためウィザード内の一覧から ISP を選巧する 

場合（旧 P の一覧は地域によっては表示されない場合があります） 

。一覧にない旧 P を選択し、その旧 P から特定の IP アドレス、 POP 3、 SMTP 設定などの情 
報が提供された場合 

Windows のインターネットへの接続ウィザードおよびこのウィザードの使巧手順を表示するに 
は、[スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネツト]一[ネットワークと 
共有センター]の順に選択します。 


ま記： ウィザード内で Windows ファイアウォールの有効/無効を選択する画面が表示された場 
合は、ファイアウオールを有効にします。 
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無線接続の作成 

お買い上げいただいたコンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があ 
ります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス 

• Bluetooth デバイス 

無線な術について詳しくは、[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さい。 

無線 アイコンとネットワークステータスアイコンの 確認 


アイコン 

名前 


説明 


HP Connection Manager 

[HP Connection Manager] を開きまず。 [HP Connection Manager] では、 
無線 LAN および Bluetooth 接続を作成および管理できます 

固 

ち線ネットワーク（接続ミきみ） 

ネットワークデバイスがネットワークに1つが上接綿されていることを 
示します 

懷 

ネットワーク 

(無効/切断巧み） 

すべてのネットワークデバイスが Windows の[コントロールパネル]に 
よって無効になっていることを示します 

ddfl 

ネットワーク 

けま続巧み） 

ネットワークデバイスがネットワークに1つが上接綿されていることを 
示します 

视 

ネットワーク 

(切胁済み） 

どのネットワークデバイスもネットワークに接続されていないことを示 
します 


ネットワーク 

(無効/切断巧み） 

巧用できる無線接続がないことを示します 
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無線デバイスのオン/オフの切り替え 

無線 LAN デバイスのオン/オフを切り替えるには、無線キーまたは [HP Connection Manager ] (-部 
のモデルのみ）を使用します。お使いのコンピューターで無線キーの位置を確認するちまについて 
詳しくは、 32 ページの「操作キーの使用 [ を参照してください。 

[HP Connection Manager ] を使巧して無線 LAN デバイスのオソオフを切り替えるには、な下の操作 
を行います。 

▲ タスクバーのち端の通知領域にある [HP Connection Manager ] アイコンをもクリックし、目的の 
デバイスの横じある[電源]ボタンをクリックします。 

または 

[ スタート ] 一 [ すべてのプログラム ] 一 [HP ヘルプとサポート ] 一 [HP Connection Manager] 

の順に選択し、目的のデバイスの横にある[電源]ボタンをクリックします 

[HP Connection Manager ] の使用 （一 部のモデルの み） 

[HP Connection Manager ] は、お使いの無線デバイスを管理するための中むとなる場所です。 [HP 
Connection Manager ] では、 lil 下のデバイスを管理できます。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) / Wi-Fi 

• Bluetooth 

[HP Connection Manager ] には、接続の状態および電源の状態に関ずる情報や通知が表示されます。 
状態に関する情報および通知は、タスクバーのち端の通知領域に表示されます。 

[HP Connection Manager ] を開くには、お下の操作を行います。 

▲ タスクバーの右端の通ミ□領域にある [HP Connection Manager ] アイコンをクリックします。 
または 

[ スタート ] 一 [ すべてのプログラム ] 一 [HP ヘルプとサポート ] 一 [HP Connection Manager] の 

順に選択します。 

詳しくは、 [HP Connection Manager ] ソフトウェアのヘルプを参照してください。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

[ネットワークと共有センター]では、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接 
続、無線ネットワークの管理、およびネットワークの問題の該断と修復が行えます。 

オペレーティングシステムの制御機能を使巧するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共 
有センター]の順に選巧します。 

詳しくは、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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無線 LAN の使用 

無線接続を使巧すると、コンピューターを無線 LAN ネットワークまたは無線 LAN にち結できます。 
無線 LAN は、無線ルーターまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、複数のコンピュー 
夕一 および周辺機器で構成されています。 

既存の無線 LAN への接続 

既存の無線 LAN に接続するには、な下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します(詳しくは、 21ぺージの「無線デバ 
イスのオン/ナフの切り替え I を参照してください）。 

2 . タスクバーのち端の通知領域にあるネットワークアイコンをクリックします。 

3. —覧から無線 LAN を選択します。 

4. [接続]をクリックします。 

ネットワークがセキュリティ設定巧みの無線 LAN である場合は、ネットワークセキュリティ 
コードの入力を求めるメッセージが表示されます。コードを入力し、 [0 K ] をクリックして接続 
を完了します。 


|§^ま記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルーターまたはアクセスポイントの範团 
外にいることを示します。 

を記： を続したい無線 LAN が表示されない場合は、[ネットワークと共ちセンターを開〈]一 
[おしい接続またはネットワークのセットアップ]の順にクリックします。オプションの一覧が 
表示されます。手動で検索してネットワークに接続したり、新しいネットワーク接続を作成し 
たりするなどのオプションを選択できます。 


を結完了後、タスクバー右端の通知領域にあるネットワークアイコンの上にマウスポインターを置 
くと、接結の名前およびステータスを確認できます。 


ま記： 動作範囲（無線信号が届く範困）は、無線 LAN の実装、ルーターの製造元、および壁やホな 
どの建造物やその他の電子機器からの干渉に応じて異なります。 
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新しい無線 LAN ネットワークのセットアップ 

レ: i 下の機器が必要です。 

• ブロードバンドモデム （ DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダー(旧 P ) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

• お使いの新しい無線コンピューターロ） 

を記： モデムは内蔵ルーターに含まれている場合があります。旧 P に問い合わせてモデムの種類を 
確認してください。 


下の図は、インターネットに接続している無線 LAN ネットワークの設置例を示しています。お使い 
のネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコンピユー 
夕一をネッ トワークに追加できます。 



無線 ルーターの 設定 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元またはインターネットサービスプロ 
バイダー(旧 P ) から提供されている情報を参照してください。 

Windows オペレーティングシステムでは、新しい無線ネットワークのセットアップに役立つツール 
も用意されています。 Windows のツールを使用してネットワークを設まするには、に夕ート]一[コ 
ントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共有センター ]— >晰しい 
接続またはネットワークのセットアップ]一[新しいネットワークのセットアップ]の順に選がしま 
す。次に、画面の説明に沿って操作します。 


I ■著を 記； 最ネ刀にルーターに付属しているネットワークケーブルを使用して、新しい無線コンピユー 
夕 —をルーターに接続することをおすすめします。コンピユーターが正常にインターネットに接続 
できたら、ケーブルを外し、無線ネットワークを介してインターネットにアクセスできます。 
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無線 LAN の保護 


無線 LAN をセットアップする場合や、既巧の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。無線 LAN スポットと呼ばれ 
るインターネットカフェや空;’をなどで利用できる公を無線 LAN では、セキュリティ対策が取られて 
いないことがあります。無線 LAN スポットを利用するときにコンピューターのセキュリティに不を 
がある場合は、ネットワークに接続しての操作を、機密性の巧い電子メールや基本的なネットサー 
フィ ン程度にとどめておいてください。 

無線信号はネットワークの外に出てしまうため、保護されていない信号を他の無線 LAN デ/くイスに拾 
われる可能性があります。事前にな下のような対策を取ることで無線 LAN を保護できます。 

• ファイアウナール：ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要求を 
チェックし、疑わしいデータを破棄します。利用できるファイアウォールには、ソフトウェア 
とハードウてアの両方があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせて使巧 
します。 

• 無線の暗号化：お使いのコンピューターは3つの暗号プロトコルをサポートしています。 

。 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) 

。 WPA 2 ( Wi-Fi Protected Access II ) 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy ) 


ま記： 3 つの中で最新の暗号プロトコルである WPA 2 を選択することをおすすめします。 WEP 暗 
号は簡単に解読されるため、 WEP 暗号を使用することはおすすめしません。 


• WPA および WPA 2 は、セキュリティ標準に準拠してネットワークで送信されるデータの暗号化 
および復号化を行います。 WPA と WPA 2 は、どちらもパケットごとに新しいキーを動的に生 
成します。また、コンピューターネットワークごとに異なるキーのセットを生成します。この 
ために、な下のような動作が行われます。 

。 WPA は、 AES (Advanced Encryption Standard ) および TKIP (Temporal Key Integrity 
Protocol ) を使用します。 

。 WPA 2 は、新しい AES プロ トコルである CCMP (Cipher Block Chaining Message 
Authentication Code Protocol ) を使用します。 

• WEP は、データが送信される前に WEP キーでデータを暗号化します。正しいキーを持たない 
他のューザーが無線 LAN を使巧することはできなくなります。 

他のネットワークへの口ーミング 

お使いのコンピューターを他の無線 LAN が届く範囲に移動すると、 Windows はそのネットワークへ 
の接続を試みます。接続の試行が成功すると、お使いのコンピューターは自動的にそのネットワー 
クに接続されます。 新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、おほいの無 
線 LAN にお続するために最ネ刀に行った操作をもう一度実行してください。 
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Bluetooth 無線デバイスの使用 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、な下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター 

• 電話機 

• イメージングデバイス（カメラおよびプリンター) 

• オーディオデバイス 

• マウス 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設まできるピアッー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設をと使巧ちまについては、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共ち（に S ) 

ホストとして1台のコンピューターに Bluetooth を設定し、そのコンピューターをゲートウエイとし 
て利巧して他のコンピューターがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめ 
しません。 Bluetooth を使用して2台な上のコンピューターを接続する場合、に S が可能なコン 
ピューターはそのうちの1台で、他のコンピューターは团 uetooth ネットワークを利用してインター 
ネ ッ 卜に接続することはできません。 


Bluetooth は、お使いのコンピューターと、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線 
デバイスとの間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および 
Windows オペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコン 
ピューターを Bluetooth 経由で常時接続しておくことはできません。 
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有線ネットワークへの接続 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続 

LAN I こ接続するには、8ピンの RJ -45 ネットワークケーブル（別売）を使巧する必要があります。 
ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コア （1) が取り付 
けられている場合は、コアが取リイ寸けられている方のケーブルの端口）をコンピューター側に向け 
ます。 



ネットワークケーブルを接続するには、な下の操作を行います。 


1. ネットワークケーブルをコンピューター本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 

2. ネットワークケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントまたはルーターに差 
し込みます (之）。 



么 警告！ 义傷や感電、义お、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接結しないでください。 
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5 ポインティングデバイスおよびキーボー 

K 


ポインティングデバイスの使用 


を記： お使いのコンピューターに付属しているポインティングデバイスな外に、外付け USB マウ 
ス（別売）をコンピューターの USB コネクタのどれかに接続して使用できます。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ポインティングデバイスの設定、ボタンの構成、クリックの速度、およびポインターオプションを 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使用します。 


[マウスの プロパティ] にアクセスするには、[スタート]一[デバイスとプリンタ ー] の順に選択しま 
す。次に、一覧からお使いのコンピューターを表すデバイスをちクリックして、[マウス設定]を選 
択します。 

タツチパッドの使用 


I ■皆を 記： お使いのコンピューターのタッチパッドは、ここに記載されている図と多少異なる場合があ 
ります。お使いのコンピューターのタッチパッドに関する固有の情報については、 4ぺージの「コ 
ンピューターの概要 I をを照してください。 


ポインターを移動するには、タツチパツド上でポインターを移動したい方向に1本の指をスライドさ 
せます。タッチパッドの左ちのボタンは、外付けマウスのボタンと同様に機能します。 
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タッチパッドのオフ/オンの切り替え 

タツチパッドをオフまたはオンにするには、タツチパッドオソナフボタンをすばやくダブルタップ 
します。 


ま記； タッチパッドがオンになっているときは、タッチパッドランプが消'灯しています。 





タッチパッドランプおよび画面に表示されるアイコンは、タッチパッドがオフまたはオンになって 
いるという状態を示します。な下の表に、画面に表示されるタッチパッドのアイコンおよびその意 
味を説明します。 


タッチパッドラン 

アイコン 

説明 

プ 



オレンジ色 


タツチパツドがオフになっていることを示します 

消灯 

ろ 

タツチパツドがオンになっていることを示します 
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移動 

ポインターを移動するには、タツチパッド上でポインターを移動したい方向に1本の指をスライドさ 
せます。 



選択 

タッチパッドの左ちのボタンは、外付けマウスの対応するボタンと同様に機能します。 



グ 
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タッチパッドジェスチヤの使用 

タッチパッドでは、さまざまな種類のジェスチヤがサポートされています。タッチパッドジェス 
チヤを使用するには、2本の指を同時にタッチパッド上に置きます。 

を記:~ プログラムによっては、一部のタッチパッドジェスチヤに対応していない場合があります。 

ジェスチヤのデモンストレーシヨンを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウェアとサウンド] 一 [Synaptics TouchPad ] の 

順に選択します。 

2. ジェスチヤをクリックし、デモンストレーシヨンを開始します。 

ジェスチヤのオン/オフを切り替えるには、な下の操作を行います。 

1. [スター ト]—>[コント ロールパネル] 一 [ハードウ ェアと サウンド] 一 [Synaptics TouchPad ] の 

順に選択します。 

2. オンまたはオフにするジェスチヤの横にあるチェックボックスにチェックを入れます。 

3. [適用] 一[〇のの順にクリックします。 
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スク ロール 


スクロールは、ぺージや画像を上下左ちじ移動するときに便利です。スクロールするには、2本の指 
を少し離してタッチパッド上に置き、タッチパッド上で上下左ちの方向にドラッグします。 

を記:~ スクロールのま度は、指を動かす速度で調整します。 

を記： 2本指スクロールは、出荷時に有効に設定されています。 



ピンチ I ズーム 

ピンチを使巧すると、画像やテキストをズームインまたはズームアウトできます。 

• タツチパツド上で2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を拡げるとズームイン 
できます。 

• タツチパツド上で2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を狭めるとズー 
ムアウトできます。 

を記:~ ピンチ/ズームジてスチヤは、出荷時に有効に設定されています。 
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キーボードの使用 

操作 キーの 使用 

操作キーを押すと、割り当てられている機能が実行されます。 f 1 〜 f 4 および f 6 〜 け2 の各キーのアイ 
コンは、操作キーに割り当てられている機能をまします。 

操作キーの機能を使巧するには、そのキーを押したままにします。 

操作キーの機能は、出荷時に有効に設定されています。この機能は、セットアップューティリティ 
( BIOS ) で無効にできます。セットアップューティリティ （ BIOS ) で無効にした場合は、 fn キーを 
押しながら操作キーを押すことにより、標準設定で操作キーに割り当てられている機能を実行できま 
す。詳し〈は' 93 ぺージの「セットアップユーティリティ （ BIOS ) のイ吏巧 I をを照、してくださ 
い。 


么を 意： セットアップューティリティで設定変更を行う場合は、細むのを意を化ってください。設 
をを誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 



アイコン 

キー 

説明 

? 

f1 

[ヘルプとサポート]を表示します。[ヘルプとサポート]では、チュートリアル、 


Windows オペレーティングシステムとコンピューターに関する情報、質問への回答、 
およびコンピューターへ■のアップデートファイルなどが提供されます 

また、自動トラブルシューティングツールおよびサポート窓口へのアクセスも提供さ 
れます 

.来 

に 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に下がります 

- 朱- 

巧 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に上がります 

〇| 

f4 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえ 
ば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合は、このキーを押すと、コ 
ンピューター本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コンピューター 
本体と外付けモニターの両方のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります 

ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピューターか 
らビデオ情報を受け取ります。この操作キーでは、コンピューターからビデオ情報を 
受信している他のデバイスとの間でも表示画面を切り替えることができます 


f5 

キーボードのバックライトをオンまたはオフにします（一部のモデルのみ） 

を記： 出荷時設をでは、キーボードのバックライトはオンになっています。バッテ 
リの寿命を延ばすには、キーボードのバックライトをオフにします 

… 

f6 

オーディオ CD の前のトラック、または DVD や BD の前のチャプターを再生します 


f7 

オーディオ CD のトラック、または DVD や BD のチャプターを再生、一時停止、また 
は再開します 
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アイコン 

キー 

説明 

… 

f8 

オーディオ CD の次のトラック、または DVD や BD の次のチャプターを再生します 

卜 

f9 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一をの割合でお々に下がります 

わ 

f10 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に上がります 

が 

f11 

スピーカーの音を消’したり元に戻したりします 

(が 

f12 

無線機能をオンまたはオフにします 


を記： 無線接続を確立するには、事前に無線ネットワークがセットアップされてい 
る必要があります 
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ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キー （1) と、 esc キーロ）または b キー （3) の組み合わせです。 
ホットキーを使用するには、な下の操作を行います。 

▲ わ キーを短く押し、次にホットキーの組み合わせの2番目のキーを短く押します。 





機能 

ホットキー 

説明 

システム情報を表示する 

fn + esc 

システムのハードウ エア コンポーネントやシステム BIOS のバー 
ジョン香号に関する情報が表示されます 

低音設定を調整する（一部の 
モデルのみ） 

fn + b 

[HP Beats Audio] の低音設定を有効または無効にします（一部のモデ 
ルのみ） 



[HP Beats Audio] とは、クリアなサウンドを維持しながら制御された 
低音を提供する拡張オーディオプロファイルです。 [HP Beats 
Audio] は、初期設定で有効に設定されています 



ほ音設をの表示と調整は Windows オペレーティングシステムでも 
行うことができます。ほ音のプロパティを表示して調整するには、 

な下の操作を行います 



[スタート]一[コントロ ールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一 
[Beats Audio Control Panel ] (HP Beats Audio コントロールパ 
ネル）の順に選択します 
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6 マルチメディアおよびその他の機能 


お使いのコンピューターはな下の機能を備えています。 

• 2つの内蔵スピーカーと2つのサブウーファー 

• 2つの内蔵マイク 

• 内蔵 Web カメラ 

• プリインストールされたマルチメディアソフトウェア 

• マルチメディアキー 

メディア操作機能の使用 

お使いのコンピューターには、メディアファイルを再生、一時停止、早送り、および早戻しできる 
メディア操作キーが搭載されています。お使いのコンピューターのメディア操作機能について詳し 
くは、 32 ぺージの「操作キーの巧巧 I を参照してください。 

オーディオ 

お使いのコンピューターには、な下のようなさまざまなオーディオ関連機能が搭載されています。 

• 音楽の再生 

• サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• マルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使巧したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング 

• コンピューターに取り付けられているオプティカルドライブ（一部のモデルのみ）または外付 
けオプティカルドライブ（別売）を使用したオーディオ CD の作成（書き込み） 
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音量の調整 

音量キーを使用して音量を調整できます。詳しくは、 32ぺージの「操作キーの使用 I を参照してく 
ださい。 


么 警告！ ま然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、 
イヤフナン、またはヘッドセットを使用してください。ま全に関する情報について詳しくは、『ち見 
を、を全、および環境に関するごま意 J 1 を参照してください。 

を記. 音量の調整には、オペレーティングシステムおよび一部のプログラムも使用できます。 


コンピューターの才ーディオ機能の確認 


lif ; ま記： 良巧な録音結まを待るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


お使いのコンピューターのオーディオ機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[サウンド]の順に選択しま 

す。 

2. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラムイベント]で 
ビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択し、[テスト]ボタンをクリックします。 

スピーカーまたは接結した へッ ドフォンから音が鳴ります。 

お使いのコンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選がしま 

す。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存しま 
す。 

3. マルチメディアプログラムを開き、サウンドを再生します。 

コンピューターの才ーディオ設をを確認または変更するには、[スタート]一[コントロールパネル] 
一[ハードウ I アとサウンド]一[サウンド]の順に選択します。 
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インテル⑥ワイヤレス-ディスプレイ 

インテルワイヤレス•ディスプレイを巧巧すると、コンピューターの画面を無線でテレビと共有で 
きます。ワイヤレス-ディスプレイを使用するには、巿販のワイヤレス-テレビアダプターを別途 
購入する必要があります。ブルーレイディスクなど、出力保護を行っているコンテンツは、インテ 
ルワイヤレス•ディスプレイじは表示されません。無線アダプターの巧巧について詳しくは、アダ 
プターの製造元の説明書を参照してください。 


ま記： インテルワイヤレス•ディスプレイを使巧する前に、お使いのコンピューターで無線が有 
効になっていることを確認します。 

を記： インテルワイヤレス•ディスプレイでは、外付けディスプレイデバイスでの 3D の再生は 
サポートされません。 


[HP Beats Audio ] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP Beats Audio] とは、クリアなサウンドを維持しながら制御された化音を提供する拡張才ーディオ 
プロファイルです。 [HP Beats Audio] は、ネ刀期設定で有効に設定されています。 

[HP Beats Audio] の化音設定を有効または無効にするには、な下の操作を行います。 

• fn + b キーを巧します。 

または 

• [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]— > [Beats Audio Control 
Panel] (HP Beats Audio コントロール パネル） の 順に選 巧し ます。 

レ: i 下の表に、 [HP Beats Audio] のアイコンの画像およびその説明を示します。 


アイコン 説日月 


[HP Beats Audio] は有効に設をされています 


[HP Beats Audio] は無効に設をされています 
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Web カメラ 

お使いのコンピューターには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。プリインス 
卜ールされているソフトウェアを使用すると、 Web カメラで静止画像を撮影したり、動画を録画した 
りできます。また、写真や録画した動画をプレビューできます。 

[HP Webcam ] ソフトウェアを使用すると、な下の機能を利用できます。 

• 動画の撮影および'共有 

• インスタントメッセージソフトウェアを使用した動画のストリーミング 

• 静止画像の撮影 

Web カメラにアクセスずるには、[スタート]一[すべてのプログラム]一に ommunication and 
Chat ] (通信とチャット）一 !! CyberLink YouCam ] の順に選択しまず。 

Web カメラの使用ちまについては、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択しまず。 


動画 

お使いのコンピューターには、な下の外付けビデオコネクタが内蔵されています。 

• VGA 

• HDMI 

VGA 

外付けモニターコネクタまたは VGA コネクタは、外付け VGA モニターや VGA プロジェクターなど 
の外付け VGA ディスプレイデバイスをコンピューターに接続するための、アナログディスプレイ 
インターフェイスです。 

▲ VGA ディスプレイデバイスを接結するには、デバイスのケーブルを外付けモニターコネクタ 
に接続します。 


01 



(§^ま記 ： 画面の切り替えについて詳しくは、 32 ぺージの「操作キーの使用 I を参照、してくださし、。 


38 第6章マルチメディアおよびその他の機能 





HDMI 


HDMI (High Definition Multimedia Interface ) コネクタは、 HD 対応テレビ、対応しているデジタル 
またはオーディオコンポーネントなどの別売のビデオデバイスまたはオーディオデバイスとコン 
ピューターを接続するためのコネクタです。 


を記： HDMI コネクタを巧巧してビデオ信号または音声信号を伝送するには、 HDMI ケーブル（別 
売）が必要です。 


コンピューターの HDMI コネクタには、1つの HDMI デバイスを接続できます。コンピューター本体 
の画面に表示される情報を HDMI デバイスに同時に表示できます。 

HDMI コネクタにビデオまたは才ーディオデバイスを接続するには、な下の操作を行います。 

1. HDMI ケーブルの一方の端をコンピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. ケーブルのもう一方の端をビデオデバイスに接続します。接続をの手順については、製造元の 
説明書を参照してください。 


ま記： 画面の切り替えについて詳しくは、 32ぺージの「操作キーの使巧! を参照してくださし、。 
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HDMI 用のオーディオの設定 

HDMI 才ーディオを設定するには、まず、お使いのコンピューターの HDMI コネクタに HD 対応テレ 
ビなどのオーディナまたはビデオデバイスを接続します。次に、な下の手順でオーディオ巧生の初 
期デバイスを設定します。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[スピーカー]アイコンをちクリックし、[ち生デバイス]をク 
リックします。 

2. [巧生]タブで[デジタル出力]または[デジタル出カデバイス （HDMI)] をクリックします。 

3. [既定値に設定]一[〇のの順にクリックします。 

オーディオをコンピューターのスピーカーに戾すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[スピーカー]アイコンをちクリックし、[ち生デバイス]をク 
リックします。 

2. [巧生]タブで、[スピーカー]をクリックします。 

3. 概定値に設定]一[〇のの順にクリックします。 


に yberLink PowerDVD ] の使用（一部のモデルのみ） 

[CyberLink PowerDVD] を巧巧すると、お使いのコンピューターが持ち運びのできるエンターテイメ 
ントツールに変わります。に yberLink PowerDVD] では、音楽 CD、DVD 動画、およびブルーレイ 
ディスク旧 D) 動画を楽しむことができます。また、写真コレクションの管理および編集を行うこ 
とができます。 

▲ [CyberLink PowerDVD] を起動するには、[スターり一[すべてのプログラム]一 [Music, Photos 
and Videos] (音楽、写真、および動画）の順に選 t 尺し、に yberLink PowerDVD10] をクリツ 
クします。 


[CyberLink PowerDVD] の使巧ちまについて詳しくは、 [CyberLink PowerDVD] ソフトウェアのヘルプ 
を参照してください。 
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電源の管理 


バッテリの着脱 

を記： バッテリの使巧について詳しくは、 47ぺージの r バッテリ電源の使巧 I を参照してくださし、。 

バッテリの装着 

1. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に置きま 
す。 

2. バッテリをバッテリベイの外側の縁に合わせてからり）、バッテリを回転させるようにしてバッ 
テリベイに挿入し（2)、しっかりと収まるまで押し込みます。 

バッテリリリースラッチでバッテリが自動的に固定されます。 
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バッテリの取り外し 


么を 意： コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにそのバッテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。バッテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あら 
かじめハイバネーシヨンを開始するか Windows の通常の手順でシャツトダウンしておいてくださ 
い。 


1. コンピューターを裏返してま定した平らな場所に置きます。 

2. バッテリリリースラッチをスライドさせて （1) バッテリの固定を解除します。 


を記： バッテリリリースラッチは、自動的に元の位置に戻ります。 


3. バッテリを回転させるようにして引き上げて口）、コンピューターから取り外します。 
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コンピューターのシャツトダウン 


么 注意： コンピューターをシャットダウンすると、保巧されていない情報は失われます。 


[シャツ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを 終 
了し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

lil 下の場合は、 コン ピューターをシャツトダウンします。 

• バツテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• コンピューターを長期間使巧せず、外部電源から切断する場合 

電源ボタンでコンピューターをシャツトダウンすることもできますが、 Windows の [シャツ トダウン] 
コマンドを使用したな下の手順をおすすめします。 


I ■薄を 記： コンピユーターがスリープまたはハイバネーシヨン状態の場合は、シャツトダウンをする前 
にスリープまたはハイバネーシヨンを終了する必要があります。 


1. 作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート]一[シャットダウソの順に選択します。 

コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使巧できない場合は、な下の緊急手 
順を記載されている順に試みてください。 

• Ctrl + alt + delete キーを押してから、[電源]ボタンをクリックします。 

• 電源ボタンを5秒程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 


電源オプションの設定 

省電力設定の使用 

お使いの コン ピユーターでは、2つの省電力設定が出荷時に有効に設定されています。 ス リープおよ 
び ハイ バネ ー シヨ ン です。 

スリープを開始すると、電源ランプが点滅し、画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保 
巧されるため、スリープを終了するときは ハイ バネーションを終了するときよりも早く作業に戻れま 
す。コンピユーターが長時間スリープ状態になった場合、またはスリープ状態のときにバッテリが 
完全な口ーバッテリ状態になった場合は、 ハイ バネーションを開始します。 

ハイバネーションを開始すると、データがハード' ドライブのハイバネーションフアイルに保巧され 
て、コンピューターの電源が切れます。 


么を 意： 才ーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
や外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリープやハイバネーシヨンを開始しない 
でくださし、。 

ま 記： コン ピユーターがスリープまたは ハイ/く ネーシ ヨン 状態の場合は、無線接続や コン ピユー 
夕 -の機能を実行することが一切できな〈なります。 
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スリープの開始および終了 

バッテリ電源を使用しているときも外部電源を使用しているときも操作しない状態が一定時間続い 
た場合に、システムがスリープを開始するよう出荷時に設定されています。 

電源設ミおよびタイムアウトは Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション]で変更できま 
す。 

コン ピューターの電源が入っているときに スリ ープを開始するには、な下のどれかの操作を行いま 
す。 

• 電源ボタンを短〈押します。 

• ディスプレイを閉じます。 

• [スタート]を選 t 尺し、[シャットダウン]ボタンの横にある矢印一[スリープ]の順にクリックしま 
す。 

スリープ状態を終了するには、レ^下の操作を行います。 

• 電源ボタンを短〈押します。 

• ディスプレイが閉じている場合は、ディスプレイを開きます。 

• キーボードのキーを巧します。 

• タッチパッドで、タップするか指を滑らせます。 

コンピューターがスリープを終了すると電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻りま 
す。 

;ま記: 復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 
に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 

ハイバネーションの開始および終了 

バッテリ電源を使用しているときも外部電源を使用しているときも操作しない状態が一定時間続い 
た場合、または完全な口ーバッテリ状態に達した場合に、システムがハイバネーションを開始する 
ように出荷時に設定されています。 

電源設まおよびタイムアウトは、 Windows の [コントロールパネル] で変更できます。 

ハイバネーションを 開始するには、な 下の 操作を行います。 

▲ [スターり一[シャットダウン]ボタンの横にある失印一[休止状劇の順に選択します。 

ハイバネーションを終了するには、な下の操作を行います。 

▲ 電源ボタンを短〈巧します。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 

復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 
に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 
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電源 メーターの 使用 

電源 メーターは タスクバーのち端の通知領域にあります。電源 メーターを 使巧すると、すばやく電 
源設定にアクセスしたり、バツ テリ 巧電残 量を 表示したりできます。 

• 充電残量率と現在の電源プランを表示するには、ポインターを[電源メータ ー] アイコンの上に移 
動します。 


• 電源オプションにアクセスしたり、電源プランを変更したりするには、[電源メータ ー] アイコン 
をクリックして一覧から項目を選巧します。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[電源メータ ー] アイ 
コンのおの違いで判断できます。アイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態または完全な口一 
バ ッ テリ 状態に なった 場合に その メッセー ジも 表示され ます。 

電源プランの使用 

電源プランは、コンピューターの電源の使用方まを管理するためのシステム設定の集合です。電源 
プランによって、電力を節約し、パフオーマンスを最大限に向上させることができます。 


現在の電源プランのま示 

な下のどちらかの方法を使用します。 

• タスクバーのち端の通知領域にある[電源メータ ー] アイコンをクリックします。 

• [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一博源オプショソの順に選 
択します。 

異なる電源プランの選択 

レ: i 下のどちらかのちまを使用します。 

• 通知領域にある[電源メータ ー] アイコンをクリックし、一覧から電源プランを選択します。 

• [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選 
択して、一覧から項目を選択します。 

電源プランのカスタマイズ 

電源プランをカスタマイズするには、な下の操作を行います。 

1. 通知領域の[電源メータ ー] アイコンー[その他の電源オプション]の順にクリックします。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一博源オプショソの順に選 
択します。 

2. 電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を変更します。 

4. その他の設定を変更するには、[詳細な電源設定の変更]をクリックし、変更を行います。 
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復帰時のパスワード保護の設定 

スリープまたはハイバネーションが態が終了したときにパスワードの入力を求めるようにコン 
ピューターを設定するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 左側の枠内で、[スリープ解除時のパスワード保護]をクリックします。 

3. [現在利用可能ではない設定を変更します]をクリックします。 

4. [パスワードを必要とする（推奨） ] をクリックします。 


を記： ユーザーアカウントを作成したり、現在のユーザーアカウントを変更したりする場合 
は、[ユーザーアカウントパスワードの作成または変更]をクリックしてから、画面に表示され 
る説明に沿って操作します。ユーザーアカウントパスワードを作成または変更する必要がな 
い場合は、手順5に進んでください。 


5. [変更の保存]をクリックします。 


[HP Power Manager ] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP Power Manager ] を使用すると、お使いのノートブックコンピューターの電カミ肖費やバッテリ巧 
電を最適化するように電源プランを選巧できます。な下の電源プランを利用できます。 


• 省電力 


• HP 推奨 

• 高パフオーマンス 


Windows を実行しているときに [HP Power Manager ] を起動するには、レ: i 下の操作を行います。 


▲ [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド ]—* '[HP Power Manager ] の 

順に選択します。 
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バッテリ電源の使用 

充電ミきみの/《ッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピューターはバッテリ電源 
で動作します。外部電源に接続されている場合、コンピューターは外部電源で動作します。 

充電ミきみのバッテリを装着した コン ピューターが外部電源で動作している場合、 AC アダプターを取 
り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


I ■薄を 記： 外部電源の接続を外すと、バッテリ寿命を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げたり下げたりする方法については、 32 ぺージの「操作 キーの 使 巧 I 
を参照してください。 


作業環境に応じて、バッテリをコンピューターに装着しておくことも、ケースに保管しておくことも 
可能です。コンピューターを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテ 
リはち電されるため、停電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリをコ 
ンピューターに装着したままにしておくと、コンピューターを外部電源に接続していない場合は、コ 
ンピューターがオフのときでもバッテリはお々に放電していきます。 


公^ 警告！ けがや事故、および機器の故障などのを全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を巧巧 
する場合は、コンピューターに付属しているバッテリ、 HP が提供する交換巧バッテリ、または HP 
から購入した対応するバッテリを巧巧してください。 


コン ピューターのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、 コン ピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、 コン ピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

バッテリに関する情報の確認 

[ヘルプとサポート]では、バッテリに関するな下のツールと情報が提供されます。 

• バッテリの性能をテストするための [ HP バッテリチェック]ツール 

• バッテリの寿命を延ばすための、バッテリゲージの調整、電源管理、および適切な取り扱いと 
保管に関する情報 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 
[バッテリ情報]にアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[ヘルプとサポート]一[詳細]一[電源プラン：よ〈寄せられる質問]の順に選択し 
ます。 


バッテリ電源の使用 47 







[HP バッテリチェック]の使用 

[ヘルプと サポー ト] の [HP バッ テリ チェック] では、 コン ピューターに取り付けられている バッ テリの 
状態について情報を提供します。 

[ HP バッテリチェック]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターに接続します。 

を記: [ HP バッテリ チェック] を正常に動作させるため、コンピューターを外部電源に接続し 
ておく必要があります。 

2. [スターり一[ヘルプとサポート]一[トラブルシューティング]一届源、サーマル、および機械] 
の順に選択します。 

3. [電源]タブをクリックし、 [HP バッテリチェック]をクリックします。 

[ HP バッテリ チェック] は、バッテリとそのセルを検査して、バッテリとそのセルが正常に機能して 
いるかどうかを確認し、検査の結まを表示します。 

バッテリ充電残量の表示 

▲ タスクバーの右端の通知領域にある[電源メーター ] アイコンの上にポインターを移動します。 

バッテリの放電時間の最長化 

バッテリの放電時間は、バッテリ電源で動作しているときじ使用する機能によって異なります。 

バッテリの容量は自然に化下するため、バッテリの最長放電時間は徐々に短くなります。 

バッテリの放電時間を長く保つには、な下の点に;'主意してください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• [電源オプション]で[省電力]設定を選択します。 

• バッテリが使用されていないときまたは充電されていないときは、コンピューターからバッテリ 
を取り外します。 

• バッテリを気温や湿度の化い場所に保管します。 

ロー バッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時に設定されている警告メッセージおよびシステム応答じついて説明します。口一 
バッテリ 状態の警告と システム応答の設定は、 Windows の [コントロール パネル]の[電源オプション] 
で変更できます。[電源オプション]を使用した設をは、ランプの状態には影響しません。 
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ロー バッテリ状態の確認 

コン ピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態また 
は完全な口ーバッテリが態になった場合は、な下のようになります。 

• バッテリランプ（一部のモデルのみ）力 《 、口ーバッテリが態または完全な口ーバッテリ状態 
になっていることを示します。 


I ■著 f を記： バッテリランプについて詳しくは、 4ぺージの「コンピューターの概要 I を参照して 
くださし、。 


または 

• 通知領域の[電源メータ ー] アイコンが、口ーバッテリ状態または完全な口ーバッテリ状態に 

なっていることを通知します。 


ま記： 電源メ ーターについて詳し〈は、 4 S ぺージの「雷源メーターのイ吏用 I を参照して〈だ 
さし、。 


完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターではな下の処理が行われます。 

• ハイバネーシヨンが有効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
バネーシヨンが開始します。 

• ハイバネーシヨンが無効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失 
われます。 


ロー バッテリ状態の解決 

外部電源を使用できる場合のロー バッテリ状態の解決 
▲ な下のデバイスのどれかを接結します。 

• AC アダプター 

• 別売のドッキングデバイスまたは化張製品 

• HP からオプション製品として購入した電源アダプター 

充電巧みのバッテリを使用できる場合の口ーバッテリ状態の解決 

1. コンピユーターの電源を切るか、ハイバネーションを開始します。 

2. 放電したバッテリを巧電済みのバッテリに交換します。 

3. コン ピユーターの電源を入れます。 

電源を使巧できない場合のロー バッテリ状態の解決 

• ハイバネーションを開始します。 

• 作業中のデータを保巧して コン ピューターをシャツトダウンします。 
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ハイバネーションを後了できない場合のロー バッテリ状態の解み 

ハイ バネーシ ョンを 終了するための十分な電力が コン ピユーターに残っていない場合は、な下の操作 
を行います。 

1. 放電したバッテリを充電ミ斉みのバッテリに交換するか、 AC アダプターを コン ピユーターおよび 
外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを押して、ハイバネーションを終了します。 

バッテリの節電 

• Windows の[コントロールパネル]の 障源 オプション] で、■(圧ミ肖費電力設定を選がします。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続と口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) 接 
続をオフにして、モデムを使用するアプリケーションを使巧後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、使巧していないものをコンピユーターから 
取り外します。 

• 使用していない外イ寸けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• 画面の輝度を下げます。 

• しばらく作業を行わないときは、スリープまたはハイバネーシヨンを開始するか、コンピユー 
夕 一の電源を切 ります。 

バッテリの保管 


么を 意： 放障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでくださし、。 


2過間な上コンピューターを使巧せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して別々に保管して〈ださい。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、気温や湿度のほい場所にバッテリを保管してください。 


ま記. 保管中のバッテリは6か月ごとに点検する必要があります。容量が50%未満になっている 
場合は、再充電してから保管してください。 


1か月 JiLh 保管したバッテリを使用するときは、最初にバッテリゲージの調整を行ってくださし、。 

使用済みのバッテリの処理 


么 警告！ 化学薬品による火傷や発火のおそれがありますので、分解したり、壊したり、巧をあけたり 
しないでください。また、バッテリの接点をシヨートさせたり、义や水の中に捨てたりしないでく 
ださい。 


バッテリの正しい処理については、『規定、安全、および環境に関するごを意』を参照してくださし、。 

バッテリの交換 

Windows 7の[ヘルプとサポート]にある [ HP バッテリ チェック] は、内部セルが正常に巧電されてい 
ないときや、バッテリ容量が「口ーバッテリ」の状態になったときに、バッテリを交換するようュー 
ザーに通知します。バッテリが HP の保証対をとなっている場合は、説明書に保証 ID が記載されて 
います。交換巧バッテリの購入について詳しくは、メッセージに記載されている HP の Web サイトを 
参照してください。 
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外部電源の使用 

を記:~~ 外部電源の接続について詳しくは、コンピューターの捆包箱に同捆されているセットアップ 

手順を説明したポスターを参照してください。 


外部電源は、純正の AC アダプター、または別売のドッキングデバイスや拡張製品を通じてコン 
ピュー ターに 供給されます。 


公^ 警告！ を全に関する問題の発生を防ぐため、コンピューターを使巧する場合は、コンピューターに 
付属している AC アダプター、 HP が提供する交換用 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターだけを使巧してください。 

レ: i 下のどれかのを件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接結してください。 

A 警告!~ 航空機内でコンピューターのバッテリを巧電しないでください。 

• バッテリを充電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウ X アをインストールまたは変更する場合 

• CD 、 DVD 、 または BD (-部のモデルのみ）に情報を書き込む場合 
• [ディスクデフラグ]を実行する場合 

• バックアップまたは復元を実行する場合 

コンピューターを外部電源に接続すると、な下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• コンピューターの電源が入ると、通な領域の[電源メータ ー] アイコンの表示がをわります。 

外部電源のを結を外すと、な下のようになります。 

• コン ピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。 
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AC アダプターのテスト 

外部電源に接続したときにコンピューターにな下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプター 
をテスト します。 

• コンピューターの電源が入らない。 

• ディスプレイの電源が入らない。 

• 電源ランプが点灯しない。 

AC アダプターをテストするには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。 

2. コンピューターから/くッテリを取り外します。 

3. AC アダプターを コン ピューターに接続してから、電源 コンセントに 接続します。 

4. コン ピューターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点灯した場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消灯したままになっている場合は、 AC アダプターとコンピューターの接結お 
よび AC アダプターと電源コンセントの接続をチェックし、確実に接続されていることを確 
認します。 

• 確実に接続されているのに電源ランプが消灯したままになっている場合は、 AC アダプター 
が動作して いないため交換する必要があります。 

交換用 AC アダプターを入手する方法については、サポート窓口にお問い合わせ〈ださい。 
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スイッチャブルグラフィックス/デュアルグラフィックス 
(一部のモデルのみ） 

-部のコンピューターには、スイッチ ャ ブルグラフィックスまたはデュアルグラフィックスが搭載 
されています。 

• スイッチ ャ ブルグラフィックス： AMD と Intel の両方でサポートされています。お使いのコン 
ピューターにスイッチ ャ ブルグラフィックスが搭載されている場合は、固定および動的スキー 
ムの両方がサポート されます。 

• デュアルグラフィックス： AMD のみでサポートされています。お使いの コン ピューターに 
AMD デュアルグラフィックスが搭載されている場合は、特をの AMD チップセット構成での動 
的スキームに基づいています。 


を記： お使いのコンピューターがスイッチャブルグラフィックスまたはデュアルグラフィックス 
をサポートしているかどうかを確認するには 、 [Catalyst Control Center ] ( Catalyst コントロールセ 
ンタ ー ）（Intel CPU の場合）または [AMD VISION Engine Control Center ] (AMD VISION Engine 
コントロールセンター ) (AMD CPU の場合）内の [ Power ] (電源）セクションを参照してくださし、。 

スイッチャブルグラフィックスの使用（一部のモデルのみ） 

スイッチャブルグラフィックスは 、 Windows 7 Professiona し Windows 7 Home Premium 、 および 
Windows 7 Home Basic オペレーティングシステムでのみ使巧可能です。 

スイッチャブルグラフィックスの設定を管理するには、な下の操作を行います。 

▲ デスクトップをちクリックし、 [Configure Switchable Graphics ] (Switchable Graphics の設 
ミ）または [Configure AMD PowerXpress ] (AMD PowerXpress の設ま）を選択します。 

Pf ;ま記: 電源の要件に基づいて、個々のアプリケーションがパフォーマンスモードまたは省電 
カモードのどちらかに割り当てられます。個々のアプリケーションの設定を手動で変更できま 
す。個々のアプリケーションは、 [Recent Applications ] (最近使用したアプリケーション）ド 
ロップダウンメニューから、または [Other Applications ] (その他のアプリケーション）ドロッ 
プダウンメニューの下にある [ Browse ] (参照）をクリックして探します。 


異なるグラフィッ クス 設定間を切り替えることができるな下の2つの異なるモード（パフ ナーマンス 

または省電力）があります。 

• 固定スキーム（手動または AC / DC 電源の移行により切り替わる）：パフォーマンスモードと省 
電カモード間をューザーが切り替えることができます。目的のモードを選択すると、他のすべ 
てのアプリケーションもそのモードで動作します。 

• 動的スキーム（自動）： GPU のレンダリングの要件に基づいて、パフ ナー マンス モー ドと省電 
カモードのどちらかを個々のアプリケーションに自動的に割り当てます。個々のアプリケー 
ションの設をを手動で変更することもできます。個々のアプリケーションは、 [Recent 
Applications ] ドロップダウンメニューから、または [Other Applications ] ドロップダウンメ 
ニューの下にある [ Browse ] をクリックして採します。 


箇**' ミ主記： スイッチャブルグラフィックスは 、 Windows 7 Professiona し Windows 7 Home Premium 、 
および Windows 7 Home Basic オペレーティングシステムでのみ使用可能です。 

I ■掌を 記： 状況によっては、モードを切り替えることができない場合や、モードの切り替えを促され 
る場合があります。また、切り替える前にすベてのアプリケーションを終了する必要がある場合も 
あります。詳しくは、スイッチヤブルグラフィックスソフトウェアのヘルプを参照してくださし、。 
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デュアルグラフィックスの使用（一部のモデルのみ） 

お使いのコンピューターにデュアルグラフィックスが搭載（グラフィックスプロセッシングユ 
ニット （ GPU) が 2 つな上追加）されている場合、 AMD Crossfire™ を有効にして、 DirectX バージヨ 
ン10または11を使巧する全画面 モー ドのアプリケーシヨンの能力とパフ ォー マンスを高めること 
ができます。 DirectX について詳しくは、 http://www.microsoft.com/directx/ を参照してください。 


ま記. デュアルグラフィックスシステムは、電源の要件に基づいた自動選がのみをサポートし、 
個々のアプリケーシヨンに対してパフ ナーマンスモー ドまたは省電カ モー ドを自動的に割り当てま 
す。ただし、特定のアプリケーシヨンについては手動で設をを変更できます。 


AMD Crossfire を有効または無効にするには、 [Catalyst Control Center] (Catalyst コントロールセ 
ンタ ー ） の [ Performance] (パフナー マンス）タブにある [AMD Crossfi 词セクションのチェックボッ 
クスにチェックを入れるか、またはチェックを外します。 


ま記. 詳しくは、 AMD ソフトウェアのヘルプを参照してくださし、。 


ソフトウ X ア内容の更新（一部のモデルのみ） 

コン ピュ ータ ーがスリープ状態の場合、インテルスマート. コネクト . テク ノ ロジーによって 定期 
的に コン ピューターのスリープ状態が終了されます。その後、開いているアプリケーシヨンのうち、 
必要なものの内容が更新され、スリープ状態が再開されます。そのため、スリープ状態が終了した後 
すぐに作業を再開できます。更新がダウンロードおよびインストールされる間、作業の手を止めて待 
つ必要はありません。 

▲ インテルスマート-コネクトを開いてこの機能を無効にするか、手動で設定を調整するには、 

[スタート]一[すべてのプログラム]—> [Intel] 一 [Intel Smart Connect Technology ] (インテル 
スマート■コネクト■テクノ ロジー）の順に選択します。 

さらに詳しい情報およびサポートされているアプリケーシヨンの一覧については、ソフトウエアのへ 
ルプを参照してください。 
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8 外付けカードおよび外付けデバイス 


メディアカードの使用（一部のモデルのみ） 

別売のメディアカードは、データを安全に格納し、簡単に共有できる力ードです。これらの力ード 
は、他のコンピューターな外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく使用されま 
す。 

お使いの コン ピュータ ーでサ ポートされているメディアカードのおまは、 9 ぺージの「前面の各部 I 
を参照して確認してください。 

メディアカードの挿入 


么を 意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときは無理な力 
を加えないでください。 


1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピユーター側に向けて持ちます。 

2. メディアスロットに力ードを挿入し、力ードがしっかりと収まるまで巧し込みます。 



デ/《イスが検出されると音が鳴り、場合によっては使用可能なオプシヨンのメニューが表示され 
ます。 
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メディアカードの取り出し 

/\ ま意:~~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行ってメディアカードをを全 

に取り出します。 

1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

2. タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアのま全な取り外し]アイコンをクリックしま 
す。次に、画面の説明に沿って操作します。 

3. 力ードをいったんスロットに押し込んで（1)、固定を解除してから取り出します口）。 



ま記： 力ードが出てこない場合は、力ードを引いてスロットから取り出します。 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、ハブなどの別売の外付け 
デバイスを接続するためのハードウェアインターフ X イスです。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウ X アを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を 
参照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれているか、ディスクに収録されてい 
るか、またはソフトウェアの製造元の Web サイトから入手できます。 

お巧いのコンピューターには3つの USB コネクタがあり、 USB 1.0 および USB 2.0 の各デバイスに 
対応しています。 


ま記. お使いのコンピューターにはモデルによって2つの USB 3.0 コネクタが搭載されています。 
USB 3.0 コネクタには別売の USB 3.0 デバイスを接続でき、拡張された USB 電源のパフォーマンス 
を提供します。また、 USB 3.0 コネクタは USB 1.0 および 2.0 のデバイスにも対応しています。 

別売のドッキングデバイスまたは USB ハブには、コンピューターで使用できる USB コネクタが装 
倫されています。 


56 第8章 


外付け力ードおよび外付けデバイス 








USB デバイスの接続 

么 ;ま意 ： U SB コネクタの損傷を防ぐため、デバイスを接続するときは無理な力を加えないでくださし、。 
▲ デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに接続します。 

ま記 . ~~ お使いのコンピューターの USB コネクタは、ここに記載されている図と多少異なる場 

合があります。 



デバイスが検出されると音が鳴ります。 


を記： 初めて USB デバイスを装着した場合は、デバイスがコンピューターによって認識されたこ 
とを示すメッセージが通な領域に表示されます。 


USB デバイスの取り外し 


么を 意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
でくださし、。 

を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って USB デバイスをを全に 
取り外します。 


1. USB デバイスを取り外すには、情報を保巧し、デバイスに関連するすべてのプログラムを閉じ 
ます。 

2. タスクバーのち端の通知領域にある [ハードウ X アのを全な取り外し]アイコンをクリックし、画 
面の説明に沿つて操作します。 

3. デバイスを取り外します。 
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別売の外付けデバイスの使用 

pf ; ま記： 必要なソフトウエアやドライバー、および使巧するコンピューターのコネクタの種類につし、' 

て詳しくは、デバイスに付属の説明書を参照してください。 

外付けデバイスをコンピューターに接続するには、な下の操作を行います。 

~~ 電源付きデバイスの接続時に装置が損傷することを防ぐため、デバイスの電源が切れてい 

て、外部電源コードがコンピューターに接続されていないことを確認してください。 

1. デバイスをコンピューターに接続します。 

2. 別電源が必要なデバイスを接続した場合は、接地した外部電源のコンセントにデバイスの電源 
コードを差し込みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピューターから 
取り外します。別電源が必要な外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コン 
ピューターからデバイスを取り外した後、デバイスの電源コードを抜きます。 

別売の外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保巧したり、情報にアクセスしたりできる場 
巧が増えます。 USB ドライブを追加するには、コンピューターの USB コネクタにち結します。 

USB ドライブには、な下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• 外付けオプティカルドライブ （ CD 、 DVD 、 およびブルーレイ） 


• マルチベイデバイス 
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9 ドライブ 


ドライブの取り扱い 


么を 意： ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り扱いにはを意が必要です。ドラ 
イブの取り扱いについては、な下のを意事項を参照してください。必要に応じて、追加のを意事項 
および関連手順を示します。 


レ: i 下の点にミ主意してください。 

• 外イ寸けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような 
場合は、事前にスリープを開始して画面表示がミ肖えるまで待つか、外付けハードドライブを適切 
に取り外してください。 

• ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電して〈ださ 
い。 

• リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

• ドライブは慎重に取り扱ってください。絶対に落としたり上に物を置いたりしないでくださ 
い。 

• ドライブの着脱を行う前に、コンピューターの電源を切ります。コンピューターの電源が切れ 
ているのか、スリープ状態か、またはハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコン 
ピューターの電源を入れ、次にナぺレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンしま 
す。 

• ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

• オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力 
したり、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやす 
い動作です。 

• バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に巧電 
されていることを確認してください。 

• 高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

• ドライブに洗剤などの液体を垂らさないで〈ださい。また、ドライブに直接、液体クリーナー 
などを吹きかけないでください。 

• ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、 
ドライブからメディアを取り出してください。 
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• ドライブを郵送するときは、発をビニールシートなどの緩衝ネオで適切に巧包し、巧包箱の表面 
に「コワレ モノー 取り扱いを意」と明記してください。 

• ドライブを磁気に近づけないようにして〈ださい。磁気を発するセキュリティ装置には、空港 
の金属探知器や金属探知棒が含まれます。空港のベルトコンベアなど機巧持ち込み手荷物を 
チェックするセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使用してチェックを行うので、ドライブ 
には影響しません。 

ハードドライブの使用 

ハードドライブパフオーマンスの向上 


[ディスクデフラグ]の使用 

コンピューターを使巧しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。[ディ 
スクデフラグ]を行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフナルダーを集めてより効率よ 
く作業を実行できるようになります。 


を記 ； SSD (Solid State Drive ) では、[ディスクデフラグ]を実行する必要はありません。 


いったん[ディスクデフラグ]を開始すれば、動作中に操作する必要はありません。ハードドライブ 
のサイズと断片化したファイルの数によっては、完了まで1時間な上かかることがあります。その 
ため、夜間やコンピューターにアクセスする必要のない時間帯に実行することをおすすめします。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。[ディスクデフ 
ラグ]は1か月に1度実行するように設定できますが、手動でいつでもコンピューターのデフラグを実 
行できます。 

[ディスクデフラグ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源に接続します。 

2. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラ 
グ]の順に選択します。 

3. [ディスクの最適化]をクリックします。 


を記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウ I アのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定を更などを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


詳しくは、[ディスクデフラグツール]ソフトウェアのヘルプを参照してくださし、。 
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[ディスククリーンアッ巧の使用 

[ディスククリーン アップ] を行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファ 
イルがま全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになりま 
す。 

[ディスククリーンアップ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[:アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーン 
アップ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

[HP 3 D DriveGuard ] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP 3 D DriveGuard ] は、な下のどちらかの場合にドライブを一時停止し、データ要ホを中止すること 
によって、ハードドライブを保護するシステムです。 

• バッテリ電源で動作しているときに コン ピューターを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを開じた状態でコンピューターを移動した場 

これらの動作の実行後は [HP 3 D DriveGuard ] によって、短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


を記 ： SSD (Solid State Drive ) には駆動部品がないため 、 [HP 3 D DriveGuard ] は必要ありません。 

箇^を 記； メインハードドライブベイまたはセカンダリハードドライブベイのハードドライブは、 
[HP 3 D DriveGuard ] によって保護されます。 USB コネクタに接続されているハードドライブは、 
[HP 3 D DriveGuard ] では保護されません。 


詳しくは 、 [HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアのヘルプを参照してくださし、。 


ハードドライブの使巧 61 




[HP 3 D DriveGuard ] の状態の確認 

コンピューターのドライブランプの色がを化して、メインハードドライブベイまたはセカンダリ 
ハードドライブベイ（一部のモデルのみ）のディスクドライブが停止していることを示します。ド 
ライブが現在保護されているか、または停止しているかを確認するには、[スタート]一[コント ロール 
パネル]一[ハードウェアとサウンド]一 [Windows モビリテイセンター]の順に選択します。 

• [HP 3 D DriveGuard ] が有効の場合、緑色のチェックマークがハードドライブアイコンに重 
なって表示されます。 

• [HP 3 D DriveGuard ] が無効の場合、赤色の記号がハードドライブアイコンに重なって表示され 
ます。 


• ドライブが停止している場合、黄色の月型マークがハードドライブアイコンに重なって表示さ 
れます。 


[ Windows モビリティセンター]のアイコンは、ドライブの最新の状態を示していない場合がありま 
す。状態が変更されたらすぐに表示に反映されるようにするには、通知領域のアイコンを有効にす 
る必要があります。 

通知領域のアイコンを有効にするには、な下の操作を行います。 

1. [スターり 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウエアとサウンド] 一 [HP 3 D DriveGuard ] の順 

に選巧します。 

を記: [ユーザーアカウント制御]のウィンドウが表示されたら、[はし VI をクリックします。 

2. [システムトレイ上のアイコン]行で[表示]をクリックします。 

3. [ OK ] をクリックします。 
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停止されたハードドライブでの電源管理 

[HP 3 D DriveGuard ] によってドライブが停止された場合、コンピューターはな下のような状態になり 
ます。 

• シャットダウンができない 

• 次のを記に示す場合を除いて、スリープまたはハイバネーシヨンを開始できない 


ま記. コンピューターがバッテリ電源で動作中に完全な口ーバッテリ状態になった場合は、 
[HP 3 D DriveGuard ] によって停止されたドライブであってもハイバネーシヨンが開始されま 
す。 


コンピユーターを移動する前に、完全にシャットタウンするか、スリープまたはハイバネーシヨンを 
開始します。 

[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアの使用 

[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアは、 Administrator によって有効または無効にできます。 

を記： [HP 3 D DriveGuard ] の有効または無劾への切り替えが許可されているかどうかは、ユーザー 
の権限によって異なり ます。 Administrator グループのメンバーは Administrator な外のユーザーの 
権限を変更できます。 

ソフトウエアを開いて設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [Windows モビリティセンター]でハードドライブアイコンをクリックして、 [HP 3 D 
DriveGuard ] ウィンドウを開きます。 

または 

[スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウエアとサウンド] 一 [HP 3 D DriveGuard ] の 順 

に選択します。 

を 記; [ユーザーアカウント制御]のウィンドウが表示されたら、 [はし、] をクリックします。 

2. 適切なボタンをクリックして設定を変更します。 

3. [0 K ] をクリックします。 
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ハードドライブの追加または交換 

么を意 :~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてく 
ださい。コンピューターの電源が入つているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のとき 
には、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順で 
シャットダウンします。 

ハードドライブの取り外し 

1. 作業中のデータを保巧してコンピューターをシャットダウンします。 

2. コンピューターに接結されているすべての外イ寸けデバイスを取り外します。 

3. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

4. コンピューターを裏返してま定した平らな場所に置きます。 

5. バッテリを取り外します (41 ぺージの「バッテリの着脱 I を参照してくださし、）。 

6. メモリモジュールコンパートメントカバーのネジ （1) を総めます。 

7. メモリモジュールコンパートメントカバーを後方へスライドさせ（2)、カバーを取り外しま 
す（3)。 



8. ハードドライブ底面カバーのネジ （1) を緩めます。 
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9. ハードドライブ底面カバーを取り外します（2)。 



10. ハードドライブを固定している3つのネジを取り外し（1)、次にハードドライブタブを引いて 
(2)、ハードドライブベイからハードドライブを持ち上げます。 

11. ハードドライブケーブルを外して（3)、ハードドライブを取り外します。 
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ハ 


ドドライブの取り付け 

1. ハードドライブケーブルをハードドライブに接続し（1)、ハードドライブベイにハードドライ 
ブを挿入します（2)。 

2. ハードドライブの3つのネジを締めて、ドライブを固定します（3)。 



3. ハードドライブ底面カバーのタブを、コンピューターのくぼみに合わせます（1)。 

4. ハードドライブち面カバーを閉じます（2)。 
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5. ハードドライブ底面カバーのネジ （3) を締めます。 




6. メモリモジュールコンパートメントカバーのタブを、コンピューターのくぼみに合わせます 
(1)。 

7. メモリモジュールコンパートメントカバーを前方ヘスライドさせます口）。 

8. メモリモジュールコンパートメントカバーのネジ （3) を締めます。 


9. バッテリを取り付けなおします。 

10. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

11. コン ピューターの電源を入れます。 
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オプティカルドライブの使用 

オプティカルドライブには、な下のような種類があります。 

• CD 

• DVD 

• ブルーレイ （BD) 

取り付けられているオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一[コンピューター ] の順に選択します。 

お使いのコンピューターにインストールされているオプティカルドライブを含むすべてのドライブ 
の一覧が表示されます。 

オプティカルディスクの挿入 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタンり）を押して、ディスクトレイカ 《 少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

隊^!^^ ~ ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクをミ主意深く傾けて回転軸の上に置 

凶 いてください。 _ 

5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり巧し下げます（3)。 



か 


6. ディスクトレイを閉じます。 


Pf ま記： ディスクの挿入後、プレーヤーの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作です。 
起動するメディアプレーヤーをあらかじめ選巧していない場合は、[自動再生]ダイアログボックス 
が開き、メディアコンテンツの使用方まを選巧するように要ホされます。 
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オプティカルディスクの取り出し 

ディスクを取り出す方まは2通りあり、ディスクトレイが通常の操作で開く場合と開かない場合に 
よって異なります。 

ディスクトレイが正常に開<場合 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


を記： トレイが完全に開かない場合は、ディスクをミ主意深〈傾けて取り出してくださし、。 
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ディスクトレイが正常に開かない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し巧の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、トレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 

3. 回お軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは緣を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


(§^ま記 ： トレイが完全に開かない場合は、ディスクを;'主意深く傾けて取り出してくださし、。 
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オプティカルドライブの共有 

お使いのコンピューターにオプティカルドライブが内蔵されていなくても、ネットワーク内の他のコ 
ンピューターに接続されているオプティカルドライブを共有することで、ソフトウェアやデータに 
アクセスしたり、アプリケーシヨンをインストールしたりできます。ドライブの共有は Windows 才 
ペレーティングシステムの機能で、あるコンピューターのドライブを同じネットワーク上にある他 
のコンピューターから使用できるようになります。 


を記： オプティカルドライブを共有するには、ネットワークがセットアップされている必要があ 
ります。ネットワークのセットアップについて詳しくは、 18 ぺージの「ネットワーク I を参照して 
ください。 

を記； DVD ムービーやゲームディスクといった種類のディスクは、コピーが防止されているため 
に、 DVD ドライブや CD ドライブを共有しても使用できない場合があります。 


オプティカルドライブを共有するには、な下の操作を行います。 

1. 共有するオプティカルドライブがあるコンピューターで、[スタート]一[コンピューター ] の順 
に選択します。 

2. 共有するオプティカルドライブをちクリックして、[プロパティ]をクリックします。 

3. [共ち]タブー[詳細な共有]の順に選択します。 

4. [このフォルダーを共ちする]チェックボックスにチェックを入れます。 

5. [共有名]テキストボックスに、オプティカルドライブの名前を入力します。 

6. [適用] 一 [ OK ] の順じクリックします。 

7. 共有オプティカルドライブを表示するには、 W 下の操作を行います。 

[スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共 
ちセンター]の順に選巧します。 


オプティカルドライブの使用 71 





10 メモリモジュール 


メモリモジュールの追加または交換 

お使いのコンピューターには、2つのメモリモジュールスロットが装備されています。コンピュー 
夕一のメモリ容量を増やすには、 空いている化張メモリモジュールスロットにメモリモジュール 
を追加するか、メインメモリモジュールスロットに装着されているメモリモジュールを交換しま 
す。 


么 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

么を 意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前にアースされ 
た金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

ま記； 2つめのメモリモジュールを追加してデュアルチャネル構成を使用する場合は、2つのメ 
モリモジュールを必ず同一のものにしてください。 


メモリモジュールを追加または交換するには、な下の操作を行います。 


么を 意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

メモリモジュールを追加または交換する前に、コンピューターをシャットダウンしてください。コ 
ンピューターの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときには、メモリ 
モジュールを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にナぺレーティングシステムの通常の手順で 
シャツトダウンします。 


1. 作業中のデータを保巧してコンピューターをシャツトダウンします。 

2. コンピューターじ接結されているすべての外イ寸けデバイスを取り外します。 

3. 電源コードを電源コンセントから取り外し、バツテリを取り外します。 

4. メモリモジュールコンパートメントカバーのネジ （1) を緩めます。 
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5. カバーを後ちヘスライドさせ （2)、 カバーを取り外します（3)。 



6. メモリモジュールを交換する場合は、装着されているメモリモジュールを取り外します。 

a . メモリモジュールの両側にある留め具を左ちに引っ張ります（1)。メモリモジュールが 
少し上に出てきます。 
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b . メモリモジュールの左右の端の部分を持って、そのままゆっくりと斜め上にメモリモ 
ジュールを引き巧いて （2) 取り外します。 


公^を 意： メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを巧うときは必ず左ちの 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 



取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 

7. な下の要領で、メモリモジュールを取り付けます。 

么を意 :~ メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の端を 

持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 

a . メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 

b . しっかりと固をされるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに押し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます口）。 
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c . カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左ちの 
端をゆつくりと巧し下げます（3)。 


/K を意: メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールをキ斤り曲げないでくださ 
い。 



8. メモリモジュールコンパートメントカバーのタブを、コンピューターのくぼみに合わせまず 

(1)。 

9. メモリモジュールコンパートメントカバーを取り付けなおしまず（2)。 
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10. メモリモジュールコンパートメントカバーのネジ （3) を締めます。 



11. バッテリを取り付けなおします。 

12. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

13. コンピューターの電源を入れます。 
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11 コン ピューターの保護と情報 


コンピューターのセキュリティは、情報の機密性、整合性、および巧巧性を保つために重要です。 
Windows オペレーティングシステム、 HP アプリケーシヨン、 Windows な外のセットアップユー 
ティリティ （ BIOS )、 およびその化の他社製ソフトウェアの標準のセキュリティソリューシヨンに 
よって、ウィルス、ワーム、およびその他の種類の悪質なコードなどのさまざまなリスクからお使い 
のコンピューターを保護できます。 


重要： この章に記載されている一部のセキュリティ機能は、お使いのコンピューターでは巧巧でき 
ない場合があります。 



コンピューターでのを険せ 

セキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

• 電源投入時パスワード 

• 指紋認証 システム 

コンピューターウイルス 

ウィルス 対策 ソフトウェア 

データへの不正なアクセス 

ファイアウオールソフトウェア 

セットアップユーテイリテイ旧 IOS) の設を、およびその 
他のシステム識別情報への不正なアクセス 

管理者パスワード 

コンピューターへの現在または将来の脅威 

ソフトウェアの更新 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

ユーザーパスワード 

コンピューターの不正な移動 

セキュリティロックケーブル 
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セキュリティソフトウェアの特定（一部のモデルのみ） 

[HP Security Assis ね 口口には、 タスクごとにまとめられたセキュリティソフトウェアアプリケー 
シヨンのコレクシヨンにすばやくアクセスを開始するための場巧が巧意されています。[スタート] 
メニューと[コントロールパネル]を通じて各アプリケーシヨンを検索する代わりに 、 [HP Security 
Assis ね nt ] からな下のセキュリティタスクにアクセスできます。 

• インターネットおよびウィルス巧策セキュリティのセットアップ 

• ファイルのバックアップおよび復元 

• パスワード、ューザーアカウント、および保護をによる制限の管理 

• コンピューターのメンテナンスおよび最新の HP と Windows の更新プログラムのインストール 

• 指紋認証システムのセットアップ（一部のモデルのみ） 

[HP Security Assistan 口を開くには、[スタート]一[すべてのプログラム]一 [Security and 
Protection] (セキュリティと保護）一 [HP Security Assistant] の順に選択します。 

パスワードの使用 

パスワードとは、お使いのコンピューターの情報を保護するため、およびオンラインでの情報のやり 
取りをより安全にするために選択する文字列です。いくつかの種類のパスワードを設定できます。 
たとえば、コンピューターを初めてセットアップするときに、コンピューターを保護するためにュー 
ザーパスワードをセットアップするようホめられます。追加のパスワードは、 Windows 、 およびコ 
ンピューターにプリインス!ルされている HP セットアップユーティリテイ （ BIOS ) で設定でき 
ます。 


セットアップユーティリティ （ BIOS ) の機能と Windows のセキュリティ機能には、同じパスワード 
を使用するとよいでしょう。 

パスワードを作成したり保巧したりするときは、な下のヒントを参考にしてください。 

• コン ピューターがロックされないように、パスワードはすべて書き留め、 コン ピューターから離 
れたま全な場所じ保管する。パスワードをコンピューター上のファイルに保巧しないでくださ 
い 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• 3か月ごとに1回パスワードを変更する 

• パスワードは長く、文字、句読点、記号、数字が組み合わされているのが理想です。 

• コンピューターを修理などのためにサポートあてに送付する場合は、ファイルのバックアップ、 
機密性の高いファイルの削除、およびすベてのパスワード設定の削除を事前に行ってください。 

スクリーンセーバーのパスワードなど、 Windows のパスワードについて確認する(こは、[スタート] 
一[ヘルプとサポート]の順に選択してください。 
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Windows でのパスワードの設定 


パスワード 

機能 

ユーザーパスワード 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します。 
スリープまたはハイバネーシヨンを終了する場合にも入力す 
る必要があります 

管理をパスワード 

管理者レベルのデータへのアクセスを保護します 

を記： このパスワードは、セットアップユーティリティ 
( BIOS ) のデータへのアクセスには使用できません 

セットアップ ユーテ イリテイ 

(BIOS) でのパスワードの設定 

パスワード 

機能 

管理をパスワード* 

• セットアップユーティリティ ( BIOS ) にアクセスする 
たびにこのパスワードを入力する必要があります 

• 管理をパスワードを忘れた場合は、セットアップユー 
ティリティ （ BIOS ) にアクセスできません 

注記： 管理者パスワードは、電源投入時パスワードの代わ 
りに使用できます 

を記： 管理者パスワードは、 Windows で設定した管理者パ 
スワードで置き換えができず、設定、入力、変更、または削 
除時に表示されません。 

注記 ： [Press the ESC key for Startup ] というメ ツセージ 
が表示される前の最初のパスワード確認のときに電源投入時 
パスワードを入力した場合は、セットアップユーティリティ 
( BIOS ) にアクセスするときに管理をパスワードを入力する 
必要があります 

電源投入時パスワード* 

。 コンピューターの電源投入時、再起動時、またはハイバ 
ネーシヨンの終了時には必ずこのパスワードを入力す 
る必要があります 

• 電源投入時パスワードを忘れると、コンピューターの電 

源を入れることも、再起動も、ハイバネーシヨンの終了 
もできなくなります 

を記： 管理者パスワードは、電源投入時パスワードの代わ 
りに使用できます 

を記： 電源投入時パスワードは、設定、入力、変更、また 
は削除する場合に表示されません 
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セットアップューティリティ旧 IOS ) で管理をまたは電源巧入時パスワードを設を、変更、または 
削除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティ （ BIOS ) を開き 
ます。画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されて 
いる間に、 esc キーを巧します。 

2. 矢印キーを使巧して、画面の説明に沿って操作します 。 [Startup Menu ] (スタートアップメ 
ニュー） が表示されたら f 10 キーを押します。 

3. 矢印キーを使巧して、 [Security] (セキュリティ）を選巧し、画面の説明に沿って操作します。 
変更した内容は、次回コンピューターを起動したときにち効になります。 
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指紋認証システムの使用 

-部のモデルのコンピューターでは、内蔵の指紋認証システムを使巧できます。指紋認証システム 
を巧用するには、コンピューターでユーザーアカウントおよびパスワードをセットアップする必要 
があります。このアカウントを使巧すると、登録した指を酒らせることによってコンピューターに 
ログオンできます。また、指紋認証システムを巧巧して、ログオンが必要な Web サイトや他のプロ 
グラムのパスワードフィールドにパスワードを入力できます。詳しくは、指紋認証システムソフ 
トウエアのヘルプを参照してください。 

コンピューターを登録すると、シングルサインオンサービスをセットアップできます。シングルサ 
インオンサービスを利巧して、ユーザー名とパスワードが必要なすべてのアプリケーシヨン用の資 
格情報を指紋認証システムで作成できます。 

お使いのコンピューターの指紋認証システムの位置については、「コンピューターの概要」を参照し 
てくださし、。 

指紋の登録 

指紋認証システムでは、 Windows のパスワードの代わりに [HP SimplePass ] ソフトウエアで登録して 
おいた指紋を使用して、 Windows にログナンできます。 

指紋を1つな上登録するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [Security and Protection] (セキュリティと保護）一 [HP SimplePass] の順に選 

択します。 

2. [Have you found your fingerprint sensor?] (指紋センサーは見つかりましたか？）：[はし、] 
をクリックします。 

3. [Are you ready to enroll?] (き録する準備はできましたか？）：[はい]をクリックします。 

4. 指を選択します。 

5. [Create Windows password] ( Windows パスワードを作成する）：パスワードと確認用パス 
ワードを入力します。 

6. 指を3回滑らせてください。正しくを録されると、指が緑色に表示されます。そうでない場 
合、エラーメッセージが表示されます。 

7. 別の指を選択するか、 [>] をクリックして続行します。 

8. [Register now] (今すぐ登録）または [Register later] (後で登録）をクリックします。 

9. 登録した指を滑らせたときに、選巧した Web サイトを起動するには、 [Advanced] (詳細設 
を）をクリックします。 

別のユーザーを登録するには、ユーザーごとに手順1から9を繰り返します。 

を録された指紋を使用した Windows へのログオン 

指紋を使用して Windows にログオンするには、な下の操作を行います。 

1. 指紋を登録したら Windows を巧起動します。 

2. 登録した指のどれかを使用して Windows にログナンします。 
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インターネットセキュリティソフトウェアの使用 

コ ンピューターで電モメ ールを巧巧するとき、またはネット ワ ークやインターネットにアクセスする 
ときは、 コン ピューターが コン ピューターウィルス、スパイウェア、およびその他のオンラインの 
脅威にさらされる可能性があります。お使いの コン ピューターを保護するために、ウィルス巧策お 
よびファイアウォール機能を含むインターネットセキュリティソフトウェアが試用版としてお使 
いの コン ピューターにプリインストールされている場合があります。新しく発見されたウィルスお 
よびその他のセキュリティリスクから コン ピューターを保護するには、セキュリティソフトウェア 
を最新の状態にしておく必要があります。セキュリティソフトウ X ア試巧版をアップグレードす 
るか、自分でセキュリティソフトウ I アを購入して、お使いの コン ピューターを確実に保護するこ 
とを強くおすすめします。 

ウィルス対策ソフトウェアの使用 

コン ピュ ーター ウィルスに感染すると、プログラム、 ユー ティリティ、 オペレーテ ィングシステム 
などが使用できなくなったり、正常に動作しなくなったりすることがあります。ウィルス対策ソフ 
トウェアを使巧すれば、ほとんどのウィルスが検出および駆除されるとともに、通常、ウィルスの被 
害にあった箇所を修復することも可能です。 

コンピューターウィルスについてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサポート]の[検索]テキスト 
フィールドに「ウィルス」と入力してください。 

ファイアウォールソフトウェアの使用 

ファイアウォールは、システムやネットワークへの不正なアクセスを防ぐように設計されています。 
ファイアウォールには、コンピューターやネットワークじインス I ルするソフトウてアもあれば、 
ハードウェアとソフトウェアの両方の組み合わせもあります。 

検討すべきファイアウォールにはな下の2種類があります。 

• ホストベースのファイアウォール：インストールされているコンピューターだけを保護するソフ 
トウェアです。 

• ネットワークべースのファイアウォール： DSL モデムまたはケーブルモデムとホームネット 
ワークの間に設置して、ネットワーク上のすべてのコンピューターを保護します。 


ファイアウォールをシステムにインストールすると、そのシステムとの間で送受信されるすべての 
データが監視され、ユーザーの定義したセキュリティ基準と比較されます。セキュリティ基準を満 
たしていないデータはすべてブロックされます。 
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ソフトウェア アップデー トのインストール 

お使いのコンピューターにインス I ルされている HP、Microsoft Windows 、 および他社製ソフト 
ウェアは、セキュリティの問題を修正するため、およびソフトウェアパフォーマンスを向上させる 
ために、を期的に更新する必要があります。 

Windows セキュリティアップデートのインス!—ル 

オペレーティングシステムやその他のソフトウてアに対するアップデートが、コンピューターのエ 
場出荷後にリリースされている可能性があります。 Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知 
を配信しています。お使いのコンピューターをセキュリティの侵害やコンピューターウィルスか 
ら保護す る十こめ、 通知があった場合はすぐに Microsoft 社からのすべてのオンライン緊急アップデー 
卜をインストールしてください。 

すべての使用可能なアップデートが確実にコンピューターにインストールされているようにするに 
は、な下の操作を行います。 

• コンピューターのセットアップが完了したら、できる限りすぐに [Windows Update ] を実行しま 
す。[スターり一[すべてのプログラム]一 [Windows Update] の順に選択します。 

• [Windows Upda 词は毎月実行してください。 

• Windows およびその他の Microsoft のプログラムのアップデートがリリースされるたびに、 
Microsoft 社の Web サイトおよび[ヘルプとサポート]のアップデートリンクから入手します。 

HP および他社製ソフトウェアアップデートのインストール 

お使いのコンピューターにあらかじめインストールされているソフトウ X アやドライバーを定期的 
に更新することをおすすめします。最新バージョンをダウンロードするには、 http :// www . hp . com / 
SUDD 0 か に アクセスして〈ださい。ここでは、コンピューターをを録するときに、アップデートが使 
用可能になった場合に自動更新通知を受け取るように設定することもできます。 

コンピューターの購入後に他社製ソフトウてアをインストールした場合、そのソフトウェアを定期的 
じ更新します。ソフトウェア企業は、製品のソフトウェアアップデートを提供することでセキュリ 
ティの問題を修正し、ソフトウェアの機能を向上させています。 

無線ネットワークの保護 

無線ネットワークをセットアップする場合、常にセキュリティ機能を有効にします。詳しくは、 
「ネットワーク」の章の「無線 LAN の保護」を参照してください。 
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ソフトウェアアプリケーシヨンと情報のバックアップ 

ソフトウェアアプリケーシヨンと情報を定期的にバックアップして、ウィルスの攻撃や、ソフトウェ 
アまたはハードウェアの障害によって、アプリケーシヨンと情報が恒久的に失われたり、損傷を受け 
たりしないように保護します。詳しくは、「バックアップおよび復元」を参照してください。 


別売のセキュリティロックケーブルの使用 

別売のセキュリティロックケーブルに抑止効果はありますが、コンピューターの誤った取り扱いや 
盜難を完全に防ぐものではありません。セキュリティロックケーブルは、盜難をより確実に防止 
するために、完全なセキュリティソリューシヨンの一部として実施すべきいくつかの方まのうちの1 
つにすぎません。 

お使いのコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロットは、ここに記載されている図と 
多少異なる場合があります。お使いのコンピューターのセキュリティロックケーブルの位置につ 
いては、「コンピューターの概要 J を参照して〈ださし、。 

1. 固をされた物体にセキュリティロックケーブルを巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をセキュリティロックケーブルロ）じ差し込みます。 

3. セキュリティロックケーブルをコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロット 
(3) に差し込み、鍵をかけます。 



4. 鍵をおき、を全な場所に保管します。 
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12 バックアップおよび復元 


お使いのコンピューターには、オペレーティングシステムに付属のツールおよび HP が提供している 
ツールが含まれています。これらを使巧すると障害発生時に情報を保護および復元できます。 

この章には、レ^下のトピックに関する情報が含まれています。 

• リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブの作成 （[HP Recovery 
Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー) ソフトウェアの機能） 

• (復元用パーティシヨン、リカバリディスク、またはリカバリフラッシュドライブからの）シ 
ステムの復元の実行 

• 情報のバックアップ 

• プログラムまたはドライバーの復元 
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システムの復元 

コンピューターのハードドライブに障害が発生した場合は、リカバリディスクセットまたはリカバ 
リフラッシュドライブを使用してシステムを工場出荷時の状態に復元する必要があります。これ 
らのツールの作成は、コンピューターを最初にセットアップした後すぐに 、 [HP Recovery Manager ] 
( HP リカバリマネージャー）を使用してすでに完了していることが理想的です。 

ハードドライブの障害な外の問題がある場合は、 HP 復元用パーティシヨンを使巧してシステムを復 
元できます。この場合、リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは使用しません。 
復元用パーティシヨンの有無を確認するには、[スタート]をクリックし、[コンピュータ ー] をちク 
リックして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。復元巧パーティシヨンがある場合、 
ウィンドウにリカバリドライブが表示されます。 


A ま意 : [HP Recovery Manager ] (パーティシヨンまたはディスク/フラッシュドライブ）は、工場 
出荷時にプリインストールされていたソフトウエアのみを復元します。このコンピューターにイン 
ストールされていなかったソフトウエアは、手動で再インストールする必要があります。 


復元メディアの作成 

ハードドライブに障害が発生した場合および何らかの理由で復元用パーティシヨンツールを使巧し 
て復元できない場合にコンピューターを工場出荷時の状態に復元できるように、リカバリディスク 
またはリカバリフラッシュドライブを作成しておくことをおすすめします。リカバリディスク 
またはリカバリフラッシュドライブは、コンピューターを最初にセットアップした後、なるべく早 
く作成してください。 


ま記 ： [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー) を使用して作成できるリカバリディ 
スクまたはリカバリフラッシュドライブは、1セットのみです。リカバリディスクは慎重に取り 
巧い、を全な場所に保管して〈ださい。 

を記. お使いのコンピューターにオプティカルドライブが内蔵されていない場合は、外付けオプ 
ティカルドライブ（別売）を使巧してリカバリディスクを作成するか、または HP の Web サイトか 
らお使いのコンピューターに適切なリカバリディスクを購入できます。外付けオプティカルドラ 
イブを使巧する場合は、 USB ハブなどの他の外付けデバイスにある USB コネクタではなく、コン 
ピューター本体の USB コネクタに直接接続する必要があります。 


ガイドライン： 

• 高品質な DVD - R 、 DVD + R 、 DVD-R DL 、 または DVD+R DL ディスクを購入してくださし、。 


醫 "を記 ： [HP Recovery Manager ] ソフトウエアは、 CD - RW 、 DVD ± RW 、 2層記録 DVD ± RW 、 も' 
よび BD-RE (再書き込みが可能なブルーレイ）ディスクなどのような書き換え巧能なディスク 
には対応していません。 


• このプロセスでは、コンピューターを外部電源に接続する必要があります。 

• リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは、1台のコンピューターに巧して1 
セツトのみ作成できます。 


ま記： リカバリディスクを作成する場合は、各ディスクに番号をイ寸けてからオプティカルド 
ライブに挿入します。 


• 必要に応じて、リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブの作成が完了する前に、 
プログラムを終了させることができます。次回 [HP Recovery Manager ] を起動すると、バック 
アツプ作成プロセスを続行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 
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リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブを作成するには、な下の操作を行い 
ます。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [Security and Protection ] (セキュリティと保護）一 [HP 
Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー） 一 [HP Recovery Media Creation ] (HP 

リカバリメディアの作成）の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


システムの復元の実行 

[HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー） ソフトウエアを使用して、コンピユーターを 
工場出荷時の状態に修復または復元できます。 [HP Recovery Manager ] は、リカバリディスク、リ 
カバリフラッシュドライブ、またはハードドライブ上の専用の復元巧パーテイシヨンから実行でき 
ます。 


を記： コンピューターのハードドライブに障害が発生した場合や、コンピューターの動作上の問題 

を修正しようとする試みがすべて失敗した場合は、システムの復元を実行する必要があります。シ 

ステムの復元は、コンピューターの問題を修正するための最後の手段として試みてください。 

システムの復元を実行する場合は、な下の点にを意してください。 

• システムの復元は、な前バックアップを行ったシステムに巧してのみ可能です。コンピュー 
夕一をセットアップしたらすぐに、 [HP Recovery Manager ] を使巧してリカバリディスクの 
セットまたはリカバリフラッシュドライブを作成することをおすすめします。 

• Windows は、[システムの復元]機能など、独自の修復機能を備えています。これらの機能をま 
だ試していない場合は、試してから [HP Recovery Manager ] を使用してシステムを復元してくだ 
さい。 

• [HP Recovery Manager ] では、出荷時にインストールされていたソフトウェアのみが復元されま 
す。このコンピューターに付属していないソフトウェアは、製造元の Web サイトからダウン 
口ードするかまたは製造元から提供されたディスクからちインストールする必要があります。 
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専用の復元用パーティションの使用 

ま用の復元用パーティションを使巧する場合は、復元化理中にオプションでバックアップを実行でき 
ます。画像、音楽およびその他のオーディオ、ビデオや動画、録画したテレビ番組、ドキュメント、 
スプレッドシートおよびプレゼンテーション、電子メール、インターネットのお気に入りおよびイン 
ターネット設定をバックアップできまず。 

復元用パーティションからコンピューターを復元するには、以下の操作を行います。 

1. ]^1下のどちらかのちまでドド Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー） にアクセスしま 
す。 

• [スタート]一[すべてのプログラム] 一 Security and Protection (セキュリティと保護）一 
[HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー ） 一 [HP Recovery Manager] の 

順に選択しまず。 

または 

• コンピューターを起動または巧起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup 

Menu ] というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。次に、画面に [ F 11 
(System Recovery )] というメッセージが表示されている間に、 f 11 キーを押します。 

2. [HP Recovery Manager] ウィンドウの [System Recovery] (システ厶の復元）をクリックし 
まず。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作しまず。 

復元メディアを使用した復元 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 1枚目のリカバリディスクをお使いのコンピューターのオプティカルドライブまたは別売の 
外付けオプティカルドライブに挿入してから、コンピューターを再起動します。 

または 

お使いのコンピューターの USB コネクタにリカバリフラッシュドライブを巧入してから、コ 
ンピューターを巧起動します。 


醫*' を記 ： [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー） でコンピューターが自動的に巧 
起動しない場合は、コンピューターのブート順序を変更する必要があります。 


3. システムの起動時に f 9 キーを押します。 

4. オプティカルドライブまたはフラッシュドライブを選択します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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コンピューターのブート順序の変更 

リカバリディスクのブート順序を変更するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターを再起動します。 

2. コン ピューターの再起動中に esc キーを巧してから、 f 9 キーを巧してブートオプションを表示 
します。 

3. [Boot options ] (ブートオプション）ウィンドウで、 [Internal CD/DVD ROM Drive] (内蔵 CD / 
DVD ROM ドライブ）を選択します。 

リカバリフラッシュドライブのブート順序を変更するには、な下の操作を行います。 

1. フラッシュドライブを USB コネクタに巧入します。 

2. コン ピューターを再起動します。 

3. コン ピューターの再起動中に esc キーを巧してから、 f 9 キーを巧してブートオプションを表示 
します。 

4. [Boot options ] ウィンドウで、フラッシュドライブを選択します。 
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情報のバックアップおよび復元 

ファイルをバックアップして新しいソフトウェアをを全な場巧に保管することは、非常に重要です。 
その後も、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じてを期的にバックアップを作成して 
おくようにします。 


システムをよりよく復元するためには、より新しいバックアツプが必要です。 


ま記. コンピューターがウィルスの攻撃を受けている場合や、主要なシステムコンポーネントが 
故障した場合は、最新のバックアップから復元を実行する必要があります。コンピューターの問題 
を修正するには、システム全体の復元を試みる前に、まずバックアップを使用した復元を試みてくだ 
さし、。 


情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップで 
きます。な下のようなときに、システムをバックアップします。 

• 定期的にスケジュールされた時刻 


ヒント： 情報をを期的にバックアップするようにリマインダーを設定します。 


• コンピューターを修復または復元する前 

• ハードウエアまたはソフトウ X アを追加/変更する前 
ガイドライン： 

• Windows の[システムの復元]機能を使巧してシステムの復元ポイントを作成し、定期的にオプ 
ティカルディスクまたは外付けハードドライブにコピーします。システムの復元ポイントの使 
用ちまについて詳しくは' 91 ぺージの 「 Windows システムの復元ポイントの巧用 I をを目号し 
て〈ださい。 

• 個人巧ファイルを[ドキュメント]ライブラリに保存し、このフォルダーをを期的にバックアップ 
します。 


• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニューバーの設定のスクリーン 
ショット（画面のコピー）を撮って保をします。設定をもう一度入力する必要がある場合、画 
面のコピーを保存しておくと時間を節約できます。 

スクリーンショットを作成するには、な下の操作を行います。 

1. 保存する画面を表示させます。 

2. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウだけをコピーするには 、 alt + prt sc キーを巧します。 

画面全体を コピー するには 、 prt sc キーを押します。 

3. ワープロソフトなどの文書を開くか新し〈作成して[編集]一[貼り付け]の順に選巧します。 
画面のイメージが文書に追加されます。 

4. 文書を保存して印刷します。 
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Windows の[バックアップと復元]の使用 

ガイドライン： 

• お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ処理を 
開始してください。 

• 処理完了まで十分な時間の余裕があるときにバックアップ処理を行います。ファイルサイズに 
よっては、処理に1時間な上かかる場合があります。 

バックアップを作成するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[バックアップと復元]の順 
に選択します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、バックアツプのスケジュール設をとバックアップの作成を行いま 
す。 


を記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウエアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更 
などを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳し 
くは、[ヘルプとサポーりを参照して〈ださい。 


Windows システムの復元ポイントの使用 

システムの復元ポイントによって、特定の時点でのハードドライブのスナップシヨットに名前を付け 
て保巧できます。復元ポイント作成後に変更を破棄したい場合に、そのポイントまで戻ってシステム 
を回復できます。 


I ■薄を 記： な前の復元ポイントに復元しても、最後の復元ポイント後に作成されたデータファイルや 
電子メールには影響がありません。 


また、追加の復元ポイントを作成して、ファイルおよび設定の保護を強化できます。 

復元ポイントを作成するとき 

• ソフトウ王アまたはハードウ王アを追加/変更する前 

• コンピューターが最適な状態で動作しているとき（定期的に行います） 

を記: 復元ポイントまで戻した後に考えが変わった場合は、その復元を取り消すことができます。 


システムの復元ポイントの作成 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[システム]の順に選巧しま 
す。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムのな護]タブをクリックします。 

4. [作成]をクリックし、画面の説明に沿って操作します。 
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な前のある日時の状態への復元 

コンピューターが最適な状態で動作していた（な前のある日時に作成した）復元ポイントまで戻すに 
は、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[システム]の順に選択しま 
す。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [システムの復元]をクリックします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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13 セットアップユーティリテイ （ BIOS ) お 
よびシステム診断 


セットアップユーティリティ （ BIOS ) の使用 

BIOS (Basic Input/Output System) とも呼ばれるセットアップユーティリティは、システム上のす 
ベての入出カデバイス（ディスクドライブ、ディスプレイ、キーボード、マウス、プリンターなど） 
間で行われる通信を制御します。セットアップューティリティ （ BIOS) を使用すると、取り付ける 
デバイスの種類、コンピューターの起動順を、およびシステムメモリと化張メモリの容量を設定で 
きます。 


を記： セットアップユーティリティ旧 IOS) で設を変更を行う場合は、細むの;'主意をキムってくだ 
さい。設をを誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 

セットアップユーティリティ （ BIOS ) の開始 

セットアップユーティリティ （ BIOS) を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、セットアップユーティリティ （ BIOS) を起動します。 

セットアップユーティリティ （ BIOS ) の言語の変更 

1. セットアップユーティリティ旧 IOS) を開始します。 

2. 矢印キーを使用して [System Configuration ] (システムコンフィ ギュ レーシヨン） 一 
[ Language ] (言語）の順に選巧し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使巧して言語を選択し、 enter キーを押します。 

4. 選択した言語を確認するメッセージが表示されたら、 enter キーを巧します。 

5. 変更を保存してセットアップユーティリティ旧 IOS) を終了するには、矢印キーを使用して 
[ Exit ] (終了）一 [Exit Saving Changes ] (変更を保巧して終了）の順に選巧し、 enter キーを 
押します。 

変更はすぐに有劾になります。 
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セットアップユーティリティ （ BIOS ) での移動および選択 

セットアップューティリティ旧 IOS ) で移動および選巧するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、タブキーやキーボードの矢印キーを使用し 
て項目を移動してから enter キーを押します。 

• 画面を上下にスクロールするには、上向き矢印キーまたは下向き矢印キーを使用します。 

• 開いているダイアログボックスを閉じてセットアップユーティリティ （ BIOS ) のメイン 
画面に戻るには、 esc キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 

2. 門〇 キーを巧して、セットアップユーティリティ （ BIOS ) を起動します。 

セットアップユーティリティ旧に S ) のメニューを終了するには、な下のどれかの方法を選択しま 


• 変更を保存しないでセットアップユーティリティ （ BIOS ) のメニューを終了するには、 esc キー 
を押し、画面の説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して、 [ Ex け](終了）一 [ Ex け Discarding Changes ] (変更を保巧しないで終 
了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

または 

• 変更を保巧してからセットアップユーティリティ旧に S ) のメニューを終了するには、 け〇キー 
を押し、画面の説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して、 [ Ex け]一 [Exit Saving Changes ] (変更を保巧して終了）の順に選択し、 
enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときにち効になります。 

システム情報の表示 

1. セットアップユーティリティ （ BIOS ) を開始します。 

2. [ Main ] (メイン）メニューを選がします。システム時刻および日付などのシステム情報および 
コンピューターの識別情報が表示されます。 

3. 設をを変更しないでセットアップユーティリティ旧 IOS ) を終了するには、矢印キーを使巧し 
て、 [ Ex け](終了）一 [ Ex け Discarding Changes ] (変更を保巧しないで終了）の順に選択し、 
enter キーを巧します。 
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セットアップユーティリティ （ BIOS ) での工場出荷時設定の復元 


1^; ま記： 初期設定を復元しても、ハードドライブのモードには影響ありません。 


セットアップューティリティ （BIOS) のすベての設定を工場出荷時の設定に戻すには、な下の操作 
を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] 
というメ ッセー ジが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、セットアップユーティリティ （BIOS) を起動します。 

3. 矢印キーを使用して [Exit] (終了）一 [Load Setup Defaults] (初期設定値を口ードする）の順 
に選択します。 enter キーを巧します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. 変更を保存してから終了するには、 f10 キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して、 [Ex け]一 [Ex け Saving Changes] (変更を保巧して終了）の順に選択し、 
enter キーを巧します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


を記： 上記の手順で工場出荷時の設をを復元しても、パスワードおよびセキュリティの設定は変更 
されません。 


セットアップユーティリティ （ BIOS ) の終了 

• 現在のセッションからの変更内容を保存して、セットアップューティリティ （BIOS ) を終了す 
るには、な下の操作を行います。 

セットアップ ユー ティリティ （BIOS) のメニ ューが表示されていない場合は、 esc キーを押し 
て、 メ ニュー画面に戻ります。矢印キーを使巧して、 [Exit] (終了）一 [Ex け Saving Changes] 
(変更を保巧して終了） の 順に選択し、 enter キーを巧します。 

• 現在のセッションからの変更内容を保存しないで、セットアップユーティリティ （BIOS) を終 
了するには、レ^下の操作を行います。 

セットアップューティリティ （BIOS) のメニューが表示されていない場合は、 esc キーを押し 
て、メニュー画面に戻ります。矢印キーを使用して、 [Exit] 一 [Ex け Discarding Changes] (を 
更を保巧しないで終了）の順に選巧し、 enter キーを巧します。 
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BIOS の更新 

HP の Web サイトから、 BIOS の更新されたバージョンを入手できます。 

HP の Web サイトでは、多くの BIOS アップデートが 「 SoftPaq 」 という圧縮ファイル形式で提供さ 
れています。 

一部のダウンロードパッケージには、そのパッケージのインストールやトラブルの解みちまに関す 
る情報が記載された Readme . txt ファイルが含まれます。 

BIOS のバージョンの確認 

利巧巧能な BIOS アップデートの中に、現在コンピューターにインストールされている BIOS よりも 
新しいバージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム 
BIOS の/くージョンを確認する必要があります。 

BIOS バージョン情報 （「 ROM の日付」または「システム BIOS 」 とも呼ばれます）を表示するには、 
わ + esc キーを押す （ Windows を起動している場合）力、、セットアップューティリティ （ BIOS ) を 
使巧します。 

1. セットアップューティリティ （ BIOS ) を開始します。 

2. 矢印キーを使巧して、 [Main] (メイン）を選択します。 enter キーを押します。 

3. 変更を保存しないでセットアップューティリティ （ BIOS ) を終了するには、タブキーおよび 
矢印キーを使巧して、 [Ex け](終了）一 [Ex け Discarding Changes] (変更を保巧しないで終 
了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

BIOS アップデートのダウンロード 


么 注意： コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロー 
ドおよびイ ンストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使巧した信賴性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売の 
ドッキングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アッ 
プデートをタウンロ ードまたはインス I —ルしないでください。タウンロ ードおよびインストール 
時は、な下の点にを意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを巧いて外部からの電源供給を遮断することはお 
やめください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイバネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの挿入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 


1. [スタート]一[ヘルプとサポート]一[メンテナンス]の順に選択します。 

2. [更新]をクリックします。 
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3. 画面の説明に沿ってお使いの コン ピューターを指定し、ダウンロードする BIOS アップデートに 
アクセスします。 

4. ダウンロードエリアで、な下の操作を行います。 

a. お使いのコンピューターに現在インストールされている BIOS の/くージョンよりも新しい 
BIOS を確認します。日付や名前、またはその他の、ファイルを識別するための情報をメ 
モしておきます。後で、ハードドライブじダウンロードしたアップデートを探すときにこ 
の情報が必要になる場合があります。 

b. 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスのメモを取っておきます。このパス 
は、アップデートをインストールするときに必要です。 


箇*^;ま記： コンピユーターをネットワークに接続している場合は、ソフトウてアアップデート（特 
にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実行し 
てくださし、。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コンピューター ] の順に選択して、 Windows の[エクスプローラー ] を開きます。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、 [口ーカル ディスク（じ） ] を指をします。 

3. BIOS ソフトウェアをダウンロードしたときのメモを参照するなどして、ハードドライブ上の 
アップデートファイルが保存されているフォルダーを開きます。 

4. 化張子が. exe であるファイル （filename.exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


を記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 
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システム診断の使用 

システム診断を使用すると、診断テストを実行して、コンピューターのハードウ I ァが正常に動作し 
ているかどうかを確認できます。システム診断では、お使いのコンピューターに応じてな下の診断 
テストを実行できます。 


• start-up Test (起動テスト）：このテストでは、コンピューターを起動するために必要なメイン 
のコンピューターのコンポーネントを分析します。 

• Run-in test (実行時テスト）：このテストでは、起動テストを繰り返し、起動テストで検出され 
ない断続的な問題があるかどうかを確認します。 

• Hard 出 sk test (ハードドライブテスト）：このテストでは、ハードドライブの物理的な状態を 
分キ斤してから、ハードドライブの全セクターにあるすべてのデータを確認します。損傷したセ 
クターが発見されると、データを問題のないセクターに移動しようと試みます。 

• Memory test (メモリテスト）：このテストでは、メモリモジュールの物理的な状態を分析しま 
す。エラーが報告された場合は、メモリモジュールをすぐに交換してください。 

• Battery test (バッテリテスト）：このテストでは、バッテリの状態を分析します。バッテリテ 
ストが不合格になった場合は、サポート窓口に問題を伝え、交換巧バッテリを購入してくださ 
い。 

また、 [System Diagnostics] (システム診断）ウィンドウでは、システム情報およびエラーログを確 

認できます。 

システム診断を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れるか、巧起動します。画面の左下隅に [Press the ESC key for 
Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 esc キーを巧します。 [Startup Menu] 
(スタートアップメニュー ） が表示されたら f 2 キーを巧します。 

2. 実行する該断テストをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 


ま記： 診断テストの実行中にテストを停止する必要がある場合は、 esc キーを巧します。 
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A トラブルシューテイングおよびサポート 


トラブルシューテイング 

コンピューターが起動しない場合 

電源ボタンを押してもコンピューターの電源が入らない場合は、コンピューターが起動しない原因の 
解明にレ: i 下の情報が役立つ場合があります。 

• コンピューターが電源コンセントに接続されている場合は、別の電化製品をそのコンセントに接 
続してみるなどして、そのコンセントから電力が正しく供給されていることを確認します。 


1^; ま記： このコンピューターでは、コンピューターに付属していた AC アダプターまたはこのコ 
ンピューターでの使用が HP から許可されている AC アダプターのみを使用してください。 

• コンピューターがバッテリ電源で動作している場合または電源コンセントな外の外部電源に接 
続されている場合は、 AC アダプターを使巧してコンピューターを電源コンセントに接続しま 
す。電源コードおよび AC アダプターが確実に接続されていることを確認します。 

コンピューターの画面に何も表示されない場合 

コンピューターの電源が入っていて電源ランプが点灯しているにもかかわらず、コンピューターの画 
面に何も表示されない場合は、コンピューター本体のディスプレイに画像を表示するように設定され 
ていない可能性があります。コンピューター本体のディスプレイに画面表示を切り替えるには、 f 4 
操作キーを押します。 

ソフトウ X アが正常に動作しない場合 

ソフトウ；!:アが応答しない場合または応答が異常な場合は、な下の操作を行います。 

• [スタート]一[シャットダウソー南起動]の順に選択して、コンピューターを再起動します。 

この手順でコンピューターが再起動しない場合は、 100 ぺージの「コンピューターが起動して 
いるが、応答しない場合 I を参照して〈ださい。 

• ウイルススキャンを実行します。お使いのコンピューターでのウイルス対策ソフトウてアの 
使用ちまについては、 77 ぺージの「コンピューターのな請と情報 i そ参照してください。 
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コンピューターが起動しているが、応答しない場合 

コンピューターの電源が入っていてもソフトウェアゃキーボードコマンドに応答しない場合は、 Jil 
下の緊急シャツトダウン手順を記載されている順に試みてください。 


么を 意： 緊急シャツトダウンの手順を実行すると、保巧されていない情報は失われます。 


• Ctrl + alt + delete キーを押してから、[電源]ボタンをクリックします。 

• 電源ボタンを 5 砂程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 

コンピューターが異常に熱くなっている場合 

通常でも、 コン ピューターの使巧中には熱が発生します。 コン ピューターが異常に熱い場合は、通 
気孔がふさがれていることが原因で過熱している可能性があります。過熱の可能性が疑われる場合 
は、 コン ピューターの巧用を中止して コン ピューターの温度を室温まで下げ、 コン ピューターの巧 
巧中には通気孔を障害物でふさがないようにしてください。 


么 警告！ ユーザーが义傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使巧したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いで〈ださい。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。 
通気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛 
布、または衣類などの表面が柔らかいものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌 
に触れる位置に置いたり、枕や毛布、またはあ類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないで 
ください。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) でまめられた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 

Pf を記： 内部コンポーネントを;令却して過熱を防ぐため、コンピューターのファンは自動的に作動し 
ます。操作中に内部ファンが回転したリ惇止したりしますが、これは正常な動作です。 


外付けデバイスが動作しない場合 

外付けデバイスが目的どおりに動作しない場合は、な下のことを行ってください。 

• 製造元の説明書等の手順に沿って、デバイスの電源を入れます。 

• デバイスを接結するケーブルがすべてしっかりと接続されていることを確認します。 

• デバイスに十分な電力が供給されていることを確認します。 

• デバイスがオペレーティングシステムに対応していることを確認します（特に古いモデルの場 

合)。 

• 適切なドライバーがインストールおよび更新されていることを確認します。 
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コンピューターを無線ネットワークに接続できない場合 

コンピューターを無線ネットワークに正しく接続できない場合は、レ: i 下の作業を行います。 

• お使いのコンピューターの無線ランプが（白色に）点灯していることを確認します。無線ラン 
プが点灯していない場合は、 け2 操作キーを押してオンにします。 

• コンピューターの無線アンテナの周囲に障害物がないことを確認します。 

• ケーブルモデムまたは DSL モデムおよびその電源コードが正しくち結されていて、ランプが点 
なしていることを確認します。 

• 無線ルーターまたはアクセスポイントを使用している場合は、電源アダプターおよびケーブル 
や DSL モデムに正しく接続され、ランプが点灯していることを確認します。 

• すべてのケーブルをいったん取り外してから再び接続し、電源をいったん切ってから巧び巧入し 
ます。 


を記： 無線な術について詳しくは、[ヘルプとサポート]の関連するヘルプトピックおよび Web サ 
イトへのリンクを参照して〈ださい。 

を記： （一部のモデルのみ）モバイルブロードバンドサービスを有効にする方法については、コ 
ンピューターにイ寸属しているモバイルネットワーク事業者に関する情報を参照してください。 
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オプティカルディスクトレイが開かず、ディスクを取り出せない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し巧の巧 I こクリップけ）の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します口）。 

3. 回お軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3 )。 ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


g" を記： トレイが完全に開かない場合は、ディスクを;'主意深く傾けて取り出してくださし、。 


4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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コンピューターがディスクドライブを検出しない場合 

Windows が取り付けられているデバイスを検出しない場合は、そのデバイスのドライバーソフト 
ウェアがなくなったか壊れている可能性があります。オプティカルドライブが検出されていない 
ことが疑われる場合は、な下の操作を行って、そのオプティカルドライブが[デバイスマネー 
ジヤ ー] ューティリティの一覧に表示されていることを確認します。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]の順に選がします。 

3. [システム]領域の[デバイスマネージヤ ー] をクリックします。 

4. [デバイスマネー ジヤ ー ] ウィンドウで、 [DVD/CD-ROM ドライブ]の横の失印をクリックして一 
覧を展開し、取り付けられているドライブをすべて表示します。 

5. 表示されているオプティカルドライブを右クリックすると、な下のタスクを実行できます。 

• ドライバーソフトウIアの更新 

• 無効化 

• アンインス！ル 

• 変更されたハードウェアのスキヤン。 Windows はシステムをスキヤンして取り付けられ 
ているハードウェアを検出し、必要なドライバーをインストールします。 

• [プロパティ]をクリックして、デバイスが正しく動作しているかどうかの確認。その後、状 
況に応じてな下の操作を行います。 

。 問題の解み方まに役立つ、デバイスについての詳細情報を [ プロパティ ] ウィンドウで確 

語します。 

。 デバイスのドライバーの更新、口ールバック、無劾化、またはアンインストールを行 

うには、[ドライバー]タブをクリックします。 
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ディスクが再生できない場合 

CD、DVD、 または BD を再生するには、レ: i 下の点にま意してくださし、。 


• ディスクを再生する前に作業中のデータを保巧して、開いているすべてのプログラムを閉じま 
す。 


• ディスクを再生する前にインターネットをログオフします。 


• ディスクを正し〈挿入していることを確認します。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らか 
い布でディスクを清掃します。ディスクの中むから外側に向けてがいてください。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、一般の電気店や CD シヨッ 
プなどで入手可能なオプティカルディスクの修復キットで修復を試みることもできます。 

• ディスクを再生する前にスリープを無効にします。 

ディスクの再生中にはハイバネーシヨンまたはスリープを開始しないでください。開始すると、 
続行するかどうかを確認する警告メ ッ セージが表示されることがあります。このメ ッ セージが 
表示されたら、 [いいえ] をクリックします。[いいえ]をクリックすると、な下のようになります。 

。 巧生が再開されます。 

。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの [再生] ボタンをクリックします。場合によっては、プログラム 
を終了してからの再起動が必要になることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

。 接続されている場合は、プリンターやスキャナーの電源を切り、カメラやその他のポータブ 

ルデバイスを取り外します。これらのプラグアンドプレイデバイスを切断すること 
で、システムリソースが解放され、再生パフォーマンスが向上されます。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目で 

は簡単に見分けられないため、な下の方までシステムの色のプロパティを16ビットの色に 
下げても、動画の再生時の色の違いは気にならないでしょう。 

1. コンピューターデスクトップの空いている場所をちクリックし、 陋面の解像 聞を選が 
します。 


2. [詳細設定]一[モニター]タブの順にクリックします。 

3. 設定がまだされていない場合は、[中 （16 ビット） ] を選択します。 

4. [0K] をクリックします。 
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ディスクへの書き込み処理が行われない、または完了する前に終了してしまう 
場合 

• 他のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スリープおよびハイバネーシヨンを無効にします。 

• お使いのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。 

• ディスクが正しく挿入されていることを確認します。 

• よリイ氏速の書き込み速度を選択し、再試行します。 

• ディスクをコピーする場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込む前 
に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイスマネージャ ー] の [ DVD/CD-ROM ドライブ]カテゴリにあるディスク書き込みデバイス 
のドライバーを再インストールします。 

サポート窓口へのお問い合わせ 

このユーザーガイドまたは[ヘルプとサポート]で提かされている情報で問題に対処できない場合は、 
な下のサポート窓口にお問い合わせください。 

http://welcoiTie.hp.CQm/cQuntrv/ip/ia/contact us.html 

ミ主記： 日本お外の国や t 也域でのサポートについては、 http://welcome.hp.com/countrv/us/en/ 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択してください。 

ここでは、な下の中からサポート方まを選巧できます。 

• HP のサービス担当をとオンラインでチャットする。 

ま記： 特定の言語でサポート窓口とのチャットを利巧できない場合は、英語でご利用ください。 

• サポート窓口に電子メールで問い合わせる。 

• 各国のサポート窓口の電話番号を調べる。 

• HP のサービスセンターを探す。 
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B コンピューターの清掃 


ディスプレイの清掃 

ディスプレイは、ノンアルコールのメガネ用洗剤で湿らせた柔らかい布でやさしく巧いてくださし、。 
ディスプレイを閉じる前に、デイスプレイが乾いていることを確認してください。 


側面およびカバーの清掃 

側面およびカバーを清掃および消毒するには、ノンアルコールのメガネ用洗剤で湿らせた、柔らかい 
マイクロファイバーのクロスまたは油分を含まない静電気防止布（セーム巧など）を使用するか、を 
件に合った使い捨て除菌シートを使用してください。 


[■lif を記. コンピューターのカバーを清掃する場合は、ごみやほこりを除去するため、円を描くように 
巧いてください。 


タツチパッドおよびキーボードの清掃 


么 を意： タツチパツドやキーボードを清掃する場合は、キーとキーの間に;先剤などの液体が垂れない 
ようにして〈ださい。これによって、内部のコンポーネントに回復できない損傷を与える可能性が 
あります。 


• タツチパツドやキーボードを清掃および消青するには、ノンアルコールのメガネ巧ミ先剤で湿らせ 
た、柔らかいマイクロファイバーのクロスまたは油分を含まない静電気防止布（セーム皮など） 
を使巧するか、を件に合った使い捨て除菌シートを使用してください。 

• キーが固まらないようにするため、また、キーボードからごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くには、圧縮空気が入ったストロー付きのホを使巧してください。 


么 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチメントを使用してキー 
ボードを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちて〈るこ 
とがあります。 
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c コンピューターの持ち運び 


コンピューターを最適な状態で使用するには、持ち運びおよび送付に関するな下の情報をお読みくだ 
さし、。 

• お使いのコンピューターを持ち運んだり荷物として送ったりする場合は、レ: i 下の手順で準備を行 

います。 

。 情報をバックアップします。 

。 すべてのディスク、およびすベての外付けメディアカード（デジタルカードなど）を取り 

外します。 


么 注意： コンピューターやドライブの破損、または情報の損失を防ぐため、ドライブをドラ 
イブベイから取り外す前およびドライブを運搬、保管、または移動する前に、ドライブか 
らメディアを取り出してください。 


。 すべての外付けデバイスを、電源を切ってから取り外します。 

。 コンピューターをシャットダウンします。 

• 情報のバックアップを携帯します。バックアップはコンピューターとは別に保管します。 

• 飛行機に乗る場合などは、コンピューターを手荷物として持ち運び、化の荷物と一緒に預けな 
いでくださし、。 


么ま 意- ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置に 
は、空;’をの金属探知器や金属探知棒が含まれます。空港のベルトコンベアなど機内持ち込み手 
荷物をチェックするセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使巧してチ I ックを行うので、ド 
ライブには影響しません。 


• 機内でのコンピューターの使巧を許可するかどうかは航空会社の判断に委ねられます。機内で 
コンピューターを使巧する場合は、事前に航空会社に確認してください。 

• コンピューターを2過間な上巧巧せず、外部電源から切断する場合、バッテリを取り外し、別途 
保管してください。 

• コンピューターまたはドライブを荷物として送る場合は、緩衝材で適切に巧包し、捆包箱の表面 
に「コワレ モノー 取り扱いを意」と明記してください。 

• コンピューターに無線デバイスまたは HP モバイルブロードバンドモジュール （802.11 b / g デ 
バイス 、 GSM (Global System for Mobile Communications ) デバイス 、 GPRS (General Packet 
Radio Service ) デバイスなど）が搭載されている場合、これらのデバイスの巧巧は制限される 
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ことがあります。たとえば、航空機内、病院内、爆発物付近、および危險区域内です。特定の 
機器の使用に適用される規定が不明な場合は、電源を入れる前に使用許可をホめてください。 

• コンピューターを持って国外に移動する場合は、な下のことを行ってください。 

。 行き先の国または地域のコンピューターに関する通関手続きを確認してください。 

。ミ帯在する国または地域に適応した電源コードを、难在する国または地域の HP 製品販売店で 
購入してください。電圧、周波数、およびプラグの構成は地域によって異なります。 


么 警告！ 感電、义災、および装置の損傷などを防ぐため、コンピューターを外部電源に接続 
するときに、家電製品巧に販売されている電圧コンバーターは使用しないでください。 
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D プログラムおよびドライバーの更新 


プログラムおよびドライバーを定期的に最新バージョンへ更新することをおすすめします。最新 
バージョンをダウンロードするには、 httD :// www . hD . com / suDDort / にアクセスしてください。コン 
ピューターをを録するときに、アツプデートが巧巧可能になつた場合に自動更新通なを受け取るよう 
に設定することもできます。 
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E 静電気対策 


静電気の放電は、じゆうたんの上を歩いてから金属製のドアノブに触れたときなど、2つのものが接 
触したときに発生します。 

人間の指など、導電体からの静電気の放電によって、システムボードなどのデバイスが損傷したり、 
耐用年数が短くなったりすることがあります。静電気に弱い部品を取り扱う前に、な下で説明する 
方法のどれかで身体にたまった静電気を放電してください。 

• 取り外しまたは取り付けの手順で、コンピューターから電源コードを取り外すように指示されて 
いる場合は、正しくアースしてから電源コードを取り外し、その後カバーを外すなどの作業を行 
います。 

• 部品は、コンピューターに取リイ寸ける直前まで静電気防止巧のケースに入れておきます。 

• ピン、リード線、および回路には触れないようにします。電子部品に触れる回数をなるべく少 
なくします。 

• 磁気を帯びていない道具を使用します。 

• 部品を取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電します。 

• 取り外した部品は、静電気防止巧のケースに入れておきます。 

静電気についての詳しい情報、または部品の取り外しや取リイ寸けに関するサポートが必要な場合は、 
サポート窓口にお問い合わせください。 
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F 仕様 


入力電源 

ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使用する場合に役立ちます。 

コン ピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動作します。 AC 電源は100 
〜 240 V (50/60 Hz ) の定格に適合している必要があります。 コン ピューターは単独の DC 電源で 
動作しますが、 コン ピューターの電力供給には、この コン ピューター用に HP から提供および認可さ 
れている AC アダプターまたは DC 電源のみを巧巧する必要があります。 

お使いのコンピューターは、な下の仕様の DC 電力で動作できます。 


入力電源 を巧 

動作電圧と電流 18.5 V DC (3.5 A、 65 W の 場合） 

18.5 V DC (3.5 A、 65 W の場合）、スリムアダプター 
19.0 V DC (4.74 A, 90 W の場合） 

19.0 V DC (4.74 A, 90 W の場合）、スリムアダプター 


HP 外部電源用 DC プラグ 


を記： この製品は、最化充電量240 V rms レ: i 下の相巧電圧によるノルウ X - の IT 電源システム用 
に設計されています。 

を記： コンピューターの動作電圧および動作電流は、システムの規をラベルに記載されています。 


入力電源111 








動作環境 



項目 

メ ートル 

U.S. 

温度 

動作時 

5〜35で 

41〜95で 

非動作時 

-20 〜 60°C 

-4 〜140。ド 

相対湿度（結露しないこと） 

動作時 

10〜90% 

10〜90% 

非動作時 

5-95% 

5〜95% 

最大標高（ホち圧） 

動作時 

-15 〜3,048 m 

-50 〜10,000フイート 

非動作時 

-15 〜12,192 m 

-50 〜40,000フイート 
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仕様 
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A 

AC アダプター、テスト52 
AC アダプターのテスト52 

B 

BIOS 

アップデートのダウンロー ド 
96 

更新9目 

バージョンの確認96 
Bluetooth 

デバイス20,2己 
ラベル1己 
b キー、位置8 

C 

Caps Lock ランプ 
位置5 
CD 

書き込み10日 

Certificate of Authenticity ラべ 
ル 15 

CyberLink PowerDVD 40 

D 

DVD 

書き込み 10 日 

E 

esc キー 
位置 8 

F 

f 11 キ ー 88 
fn キー 

位置8,34 


H 

HDMI 

オーディオの設定 40 
コネクタ、位置12 
HDMI コネクタ、接続39 
HDMI 用のナーディオの設定40 
HD 対応デバイス、接続39 
HP 3 D DriveGuard 61 
HP Beats Audio 8, 34, 37 
HP Connection Manager 21 
[HP Q 山 ckWeb ] ソフトウエア 1 目 
HP Recovery Manager 87 
HP USB Ethernet (イーサネット） 
アダプター、接続2目 
HP 外部電源用 DC ブラグ111 
HP バツテリチェック 48 


ISP 、 使用19 

M 

Microsoft CertiTicate of 
Authenticity ラベル 15 

P 

PowerDVD 40 

Q 

QuickWeb 
起動 17 
ホー厶画面 17 
Q 山 CkWeb ボタン、位置7 

R 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 
位置11 


U 

USB ケーブル、接続己7 
USB コネクタ 
位置10,12 
USB デバイス 
接続57 
説明56 
取り外し57 
USB ハブ5目 

V 

VGA コネクタ、接続38 

W 

Web カメラ 38 
位置13 

Web カメラランプ 
位置13 

Windows 、 パスワードの設定79 
Windows アプリケーシヨンキー 
位置8 

Windows ロゴキー 
位置8 

扳 

アイコン 

ネットヮーク 20 
無線20 

い 

インストール 

ソフトウェアアッブデート 
83 

インターネットセキユリテイソ 
フトウェア 82 

インターネット接続のセツトアツ 
プ23 
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ラ 

ウィルス対策ソフトウェア82 
お 

オーディオ機能 
確認36 

才ーディオ出力（へッドフォン）コ 
ネクタ 
位置10 

才ーディオ入力（マイク）コネクタ 
位置10 

オプティカルディスク 
挿入68 
取り出し69 

オプティカルドライブ58 
位置10 

オプティカルドライブイジェク 
トボタン、位置10 
オプティカルドライブの共有 
71 

オペ レーテ イングシステム 
Microsoft Certificate of 
Authenticity ラベル 15 
制御機能 21 
プロダクトキー15 
オン/オフの切り替え、無線デバイ 
ス 21 

温度50 
音量 

キー 36 
調整36 
ボタン36 

か 

外部電源、使用51 
外部電源の使用51 
書き込み可能メディア43 
確認、オーディオ機能36 
各部 
前面9 

ディスプレイ13 
左側面11 
表面4 
ち側面10 
裏面14 

完全な口ーバッテリ状態43, 49 


さ 

キー 
b 8 
esc 8 
fn 8 

Windows アプリケーシヨン8 
Windows ロゴ8 
音量36 
操作8 
メディア35 

キーボードホットキー、位置と名 
称34 

既存の無線ネットワーク、接镜 
22 

規定情報 

規定ラベル15 
無線認定/認証ラベル15 


空;’きのセキュリティ装置60 
グラフィックスモード、切り替 
え53 

け 

ケーブル 
USB 57 


コネクタ 

HDMI 12,39 

RJ -45 (ネットワーク）11 
USB 10,12 
VGA 38 

才ーデイオ出力（ヘッドフォ 
ン）10 

才ーデイオ入力（マイク）10 
外付け モニター 11,38 
電源10 
ネットワーク 11 
コンピユーター 

シ リアル番号 15 
清掃106 
手入れ106 
電源切断43 
持ち運び15,50,107 


さ 

サポートされるディスク86 


システム情報 
表示94 
ホットキー 34 
システムの応答停止43 
システムの復元87 
システムの復元の使用91 
システムの復元ポイント91 
指紋認証システムランプ5 
シャットダウン43 
省電力設を43 
省電力設をの巧巧43 
シリアル番号15 

す 

スイッチヤブルグラフィックス 
53 

ズームタッチパッドジェス 
チャ 31 

ス クロール タッチパッドジェス 
チャ 31 
スピーカー 
位置9 
スリープ 
開始44 
終了 44 

スロット 

セキュリティロックケーブ 
ル 11 

メディアカード9 
せ 

静電気対策110 

製品名および製品番号、コンピュー 
夕一 15 
セキュリティ 
無線24 

セキュリティロックケーブル、接 
続84 

セキュリティロックケーブル用 
スロット 

位置11 
接続 

別売のセキュリティロック 
ケーブル84 

接続、既存のネットヮークへ22 
セツトアップ ユーテ イリテイ 

( BIOS ) 

移動および選択94 


114索引 


言語の変更 93 
工場出荷時設定の復元95 
システム情報の表示94 
終了 95 

パスワードの設を79 
節約、電力50 

専用の復元巧パーティシヨンから 
の復元88 

そ 

操作キー 
位置8 
音量36 
音量上げ33 
音量下げ33 
画面の輝度を上げる32 
画面の輝度を下げる32 
画面を切り替える32 
キーボードのバックライト32 
再生、一時停止、再開32 
次のトラックまたはチヤプ 
夕一 33 

ヘルプとサポート32 
前のトラックまたはチヤプ 
夕一 32 

ミュート（消音） 33 
無線33 

外付けデバイス58 

外付けドライブ58 

外付け モニター コネクタ11,：38 

ソフトウェア 

CyberLink PowerDVD 40 
HP 3 D DriveGuard 63 
HP Connection Manager 21 
ディスククリーンアップ 61 
ディスクデフラグ60 
ソフトウェアアップデート、イン 
ス I ル 83 

た 

タッチパッド 

オソオフボタン4 
使巧27 
ボタン4 

タッチパッドジェスチヤ 
ズーム31 
スクロール 31 
ピンチ31 


タッチパッドソーン、位置4 
タッチパッドランプ4, 5 
他のネットワークへの口ーミン 
グ24 

〇 

通気孔 

位置11,14 


て 

ほ音設定ホットキー 34 
[ディスククリーンアップ]ソフト 

ウェア 61 

[ディスクデフラグ]ソフトウェ 
ア60 
電源 

オプション43 
節約50 
バッテリ 47 
電源オプションの設定43 
電源コネクタ 
位置10 
電源プラン 

カスタマイズ45 
現在の表示45 
使巧45 
選択45 
電源ボタン 
位置6 

電源メータ ー 45 
電源メーターの使巧45 
電源ランプ 
位置5 


と 

動画38 
動作環境112 
ドライブ 

オプティカル58 
使巧60 
外付け58 
取り扱い朗 
ハード58 
ランプ11,62 
ドライブメディア43 
トラブルシューティング 

オプティカルディスクトレ 
イ102 


オプティカルドライブ検出 
103 

コンピューターが異常に熱く 
なっている場合100 
コンピューターが起動している 
力 《 、応答しない場合100 
コンピューターが起動しない場 
合99 

コンピューターの画面に何も表 
7 F されない場合99 
外付けデバイス100 
ソフトウてアが正常に動作しな 
い場合99 
ディスクの再生104 
ディスクへの書き込み105 
無線ネットワーク接続101 
トラブルシューティングおよびサ 
ポート99 

な 

内蔵 Web カメラランプ 
位置13 
内蔵マイク 
位置13 

に 

入力電源111 

わ 

ネットワークアイコン20 
ネットワークケーブル 
ち結26 

ネットワークコネクタ 
位置11 


ハードドライブ 

HP 3 D DriveGuard 61 
外付け58 
取り付け66 
取り外し64 

ハードドライブベイ、位置14 
ハイバネーシヨン 

開始44 

完全な口ーバツテリ状態での 
開始49 
終了 44 

パスワード 

Windows での設ま 79 
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使用78 

セットアップ ユーテ ィリティ 
( BIOS ) での設を79 
バックアップ 

カスタマイズされているウィン 
ドウ、ツールバー、およびメ 
ニューバーの設定90 
個人巧ファイル90 
バッテリ 
温度50 
交換50 

充電残量の表示48 
処理50 
節電50 

取り付けなおし41 
放電48 
保管50 

口ーバッテリ状態48 
バッテリ電源47 
バッテリに関する情報、確認47 
バッテリベイ 14,15 
バッテリランプ10 
バッテリリリースラッチ14 
ハブ 56 

ひ 

ピンチタッチパッドジェス 
チャ 31 

ふ 

フアイアウオールソフトウェア 

24’ 82 
復元 

システム87 
復元ポイント91 
復帰時のパスワード保護の設定 
46 

プロダクトキー15 


へッ ドフナン （才ーデ ィオ 出力） コ 
ネクタ10 

別売の外付けデバイス、使用58 
ほ 

ポインティングデバイス 
カスタマイズ27 
ボタン 

QuickWeb 7 


オプティカルドライブのイ 
ジェクト10 
音量36 
電源6 

左のタッチパッド4 
ちのタッチパッド4 
メディア35 
ホットキー 

システム情報を表示する34 
使巧34 
説明34 
■(を音設定34 

ま 

マイク（オーディオ入力）コネクタ 
位置10 
マウス、外付け 

オプションの設定27 

み 

ミュート（消音）ランプ、位置5 
む 

雛 

アイコン20 

保護24 

無線 LAN アンテナ 
位置13 

無線 LAN デバイス15 
無線 LAN のセットアップ23 
無線 LAN ラベル15 
無線接続、作成20 
無線接続の作成20 
無線デバイス、オン/オフの切り替 
え21 

無線認定/認証ラベル15 
無線ネットワークの保護24 
無線ネットワーク（無線 LAN ) 
既存の無線ネットワークへの接 
続22 

セキュリティ24 
必要な機器23 
無線の暗号化24 
無線のセットアップ23 
無線ランプ5 
無線ルーター、設を23 


め 

メディアカード 

サポートする开ミ式55 
挿入55 
取り出し56 

メディアスロット、位置9 
メディア操作キー35 
メディア操作機能35 
メディアホットキ ー 35 
メモリモジュール 
取り付け74 
取り付けなおし72 
取り外し73 

メモリモジュールコンパートメ 

ント、位置14 

メモリモジュールコンパートメ 
ントカバー 

取り付けなおし67,75 
取り外し73 
メンテナンス 

ディスククリーンアップ61 
ディスクデフラグ60 

ゆ 

有線ネットワークへの接続26 
ぶ 

読み取り可能メディア43 
ら 

ラッチ 

バッテリリリース 14 
ラベル 

Bluetooth 15 
Microsoft Certificate of 
Authenticity 15 
規を 15 
シリアル番号 15 
無線 LAN 15 
無線認定/認証15 
ランプ 

Caps Lock 5 
Web カメラ 13 
指紋認証システム5 
タッチパッド4,5 
電源5 
ドライブ62 
ハードドライブ11 
バッテリ/ AC 10 
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ミュート（消音） 5 
無線5 


y 

リカバリディスク86 
リカバリディスクからの復元 
88 

ろ 

口ーカルエリアネットワーク 

( LAN ) 

ケーブルの接続26 
必要なケーブル26 
口ーバッテリ状態48 


